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日野町告示第６号 

 令和８年第２回日野町議会定例会を次のとおり招集する。 

   令和８年３月２日 

日野町長 近 藤   宏 

１．期 日  令和８年３月６日 

２．場 所  日野町議会議場 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

小 林 良 泰              小 河 久 人 

坪 倉   敏              中 山 法 貴 

梅 林 智 子              金 川 守 仁 

松 本 利 秋              安 達 幸 博 

竹 永 明 文              中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

        な し 

       ─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

第２回 日 野 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

令和８年３月６日（金曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程 

令和８年３月６日 午前10時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和８年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支出予算について

（町長） 

日程第４ 施政方針（町長） 

日程第５ 議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（町長） 

日程第６ 議案第３号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）（町長） 

日程第７ 議案第４号 日野町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

について（町長） 

日程第８ 議案第５号 日野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て（町長） 

日程第９ 議案第６号 日野町森林等火入れに関する条例の一部改正について（町長） 

日程第10 議案第７号 日野町犯罪被害者等支援条例の一部改正について（町長） 

日程第11 議案第８号 日野町督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て（町長） 

日程第12 議案第９号 土地の無償貸付について（町長） 

日程第13 議案第10号 令和８年度日野町営土地改良事業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び

方法について（町長） 

日程第14 議案第11号 令和８年度日野町一般会計予算（町長） 

日程第15 議案第12号 令和８年度日野町国民健康保険特別会計予算（町長） 

日程第16 議案第13号 令和８年度日野町介護保険特別会計予算（町長） 
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日程第17 議案第14号 令和８年度日野町後期高齢者医療保険特別会計予算（町長） 

日程第18 議案第15号 令和８年度日野町簡易水道事業会計予算（町長） 

日程第19 議案第16号 令和８年度日野町下水道事業会計予算（町長） 

       ─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和８年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支出予算について

（町長） 

日程第４ 施政方針（町長） 

日程第５ 議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（町長） 

日程第６ 議案第３号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）（町長） 

日程第７ 議案第４号 日野町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

について（町長） 

日程第８ 議案第５号 日野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て（町長） 

日程第９ 議案第６号 日野町森林等火入れに関する条例の一部改正について（町長） 

日程第10 議案第７号 日野町犯罪被害者等支援条例の一部改正について（町長） 

日程第11 議案第８号 日野町督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て（町長） 

日程第12 議案第９号 土地の無償貸付について（町長） 

日程第13 議案第10号 令和８年度日野町営土地改良事業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び

方法について（町長） 

日程第14 議案第11号 令和８年度日野町一般会計予算（町長） 

日程第15 議案第12号 令和８年度日野町国民健康保険特別会計予算（町長） 

日程第16 議案第13号 令和８年度日野町介護保険特別会計予算（町長） 

日程第17 議案第14号 令和８年度日野町後期高齢者医療保険特別会計予算（町長） 
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日程第18 議案第15号 令和８年度日野町簡易水道事業会計予算（町長） 

日程第19 議案第16号 令和８年度日野町下水道事業会計予算（町長） 

       ─────────────────────────────── 

出席議員（10名） 

１番 小 林 良 泰        ２番 小 河 久 人 

３番 坪 倉   敏        ４番 中 山 法 貴 

５番 梅 林 智 子        ６番 金 川 守 仁 

７番 松 本 利 秋        ８番 安 達 幸 博 

９番 竹 永 明 文        10番 中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ────────── 中 田 早 文  書記 ────────── 小 川 由美子 

書記 ────────── 入 澤 眞 人 

       ─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ────────── 近 藤   宏  副町長 ───────── 音 田   守 

教育長 ───────── 安 達 才 智  総務課長 ──────── 景 山 政 之 

住民課長兼会計管理者 ── 荒 木 憲 男  企画政策課長 ────── 神 崎   猛 

健康福祉課長 ────── 住 田 秀 樹  産業振興課長 ────── 杉 原 昭 二 

建設水道課長 ────── 音 田 雄一郎  教育課長 ──────── 三 好 達 也 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開会 

○議長（中原 信男君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人であり、定足数に達していますので、これより令和８年第２回

日野町議会定例会を開会をいたします。 

 また、中海テレビのカメラによる撮影を許可しておりますので、御承知おきください。 
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 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中原 信男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、５番、梅林智子議員、６

番、金川守仁議員の２名を指名いたします。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（中原 信男君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から３月２４日

までの１９日間にいたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月２４日

までの１９日間と決定をいたしました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第３ 諸般の報告 

○議長（中原 信男君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 本町の監査委員から、令和８年第１回臨時会以後に実施された地方自治法第２３５条の２の規

定による例月出納検査並びに地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査について報告が

ありました。別紙写しを配付し、報告といたします。 

 次に、第１回臨時会以後の議会関係について報告いたします。 

 １月２０日、議会改革特別委員会を開催しました。 

 １月２３日、日野郡町村議会議員研修会が江府町で開催され、議長ほか議員が参加いたしまし

た。 

 １月２５日、少林寺流空手道錬守会館寒稽古が行われ、議長ほか議員が出席しました。 

 １月２７日、２９日、議会だより１４６号発行のため議会広報常任委員会を開催をしておりま

す。 

 １月３０日、鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会が開催され、議長が出席しました。 

 ２月１日、日野郡産業振興大会が日南町で行われ、議長が出席しました。 
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 ２月４日、議員報酬額及び定数の検討のため、町民の皆様へ議会アンケートを配付しました。 

 同日、日野町グラウンド・ゴルフ協会通常総会が開催され、来賓として議長が出席しました。 

 ２月１２日、全員協議会を開催しております。 

 同日、鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会が開催され、議長が出席しました。 

 ２月１６日、鳥取県町村議会議長会通常総会が鳥取市で開催され、議長が出席しました。 

 ２月１８日、日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が開催され、関係議員が出席してお

ります。 

 ２月１９日、日野病院組合議会定例会が開催され、議長ほか関係議員が出席いたしました。 

 ２月２０日、議会だより１４６号を発行しました。 

 同日、鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会が開催され、議長が出席しました。 

 ２月２１日、生涯学習まちづくり大会が開催され、議長が出席しました。 

 ３月２日、本定例会開催のため議会運営委員会を開催をしております。 

 続いて、一般行政報告を近藤町長が行います。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） おはようございます。 

 私は、２月２４日に日野町長に就任いたしまして、今回が初めての登壇、初めての発言であり

ます。少々緊張しておりますけれども、よろしくお願いいたします。 

 それでは、一般行政報告をいたします。令和８年第１回議会臨時会以降の一般行政報告をいた

します。 

 初めに、１月１７日、ひの郷会総会が大阪市内で開催されましたので、その概要を報告いたし

ます。 

 ひの郷会は関西地区在住の日野町出身者の皆さんによる懇談会で、総会では、新年度の事業計

画などを話し合うとともに、会員同士の親睦を深めています。今回の総会では、令和７年度の事

業報告及び収入支出決算、令和８年度の事業計画及び予算、役員改選について協議されました。

今年度は６名の方々に御参加いただき、議会終了後は交流会を開催し、旧交を温められたところ

であります。 

 １月２２日には日野高等学校第９回学びの成果発表会が文化センターにおいて開催され、１年

生から３年生までチームごとに授業に関する発表として、産業社会と人間、日野探究Ⅰ、Ⅱにつ

いての成果発表がありました。様々な視点で探求活動に取り組まれ、生徒たちの成長を実感する

ことができた発表会でした。また、地域を元気にした高校生に対して日野町から感謝状を贈呈し
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ておりますが、今年度は、探究活動の一環として高齢者の健康維持のために健康ゲームの普及や

イベントを企画し、フレイル予防に取り組まれたヒューマンケア系列の３年生４名に感謝状を贈

りました。今後も探究活動を通して社会で必要な実践力を身につけ、地域に貢献していただくこ

とを期待しております。 

 １月３０日には令和８年１月鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会が招集されましたので、

その概要を報告します。 

 議案としましては、令和７年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計補正予算（補正第２回）

の専決処分、一般会計補正予算（補正第３回）、工事請負契約の締結についての議決の一部の変更

の専決処分について審議されました。このうち、専決処分された補正予算（補正第２回）につい

ては人事院勧告に伴う職員給与の補正等補正予算、補正第３回については事業費実績見込みによ

る予算の増減等、工事請負契約の締結については議決の契約金額変更の専決処分についてで、い

ずれの議案も原案のとおり可決されました。 

 同じく１月３０日にオシドリ観察小屋において第３回オシドリフォトコン表彰式を開催しまし

た。表彰式では町内外１８点の応募の中から入選作品の表彰を行い、受賞者の方に表彰状と日野

町産コシヒカリや干しシイタケなどの特産品を贈呈し、オシドリ観察小屋及び本町の魅力をＰＲ

することができました。受賞作品は３月３１日までオシドリ観察小屋で展示しておりますので、

ぜひ御覧いただければと思います。 

 ２月１日には郡内の地域振興を図ることを目的とする日野郡産業振興大会が日南町総合文化セ

ンターで開催されました。当日は日野郡の経済団体及び行政機関から３２名が一堂に会し、地元

で捕れたイノシシ、鹿等のジビエ料理を囲みながら、地域のつながりや関係団体の連携を深める

会となりました。来賓として平井伸治鳥取県知事にお越しいただき、御挨拶をいただきました。

また、昨年は日程が合わなかったことにより欠席となりました株式会社裕源、謝社長は、本年、

来賓として御出席され、緊密な連携と持続可能な観光の実現を目指し、相互交流の促進を確認し

たところです。日野郡３町の特産品をお土産として本町からは奥日野の蜂蜜等をお届けし、大変

お気に入りになられたことから、本町の特産品アピールにもつながったとうれしく思うところで

あります。 

 ２月１８日には令和８年第１回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が招集されました

ので、その概要について報告いたします。 

 議案は、令和７年度補正予算の専決処分、令和７年度補正予算（第５号）、令和８年度当初予算

の３議案が提案され、全て原案どおり可決されました。令和７年度補正予算の専決処分は、人事
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院勧告に基づき、施設組合職員の給与を１７９万１，０００円増額し、予備費を同額減額するた

め、予算総額の増減はありません。令和７年度補正予算（第５号）は、国道１８１号改良工事に

伴うし尿処理施設清化園の水源探査業務について、債務負担行為限度額を５８３万円とするもの

です。令和８年度当初予算は、歳入歳出それぞれ２億５０４万７，０００円とするもので、前年

度当初予算より５３６万４，０００円の増額であります。主にし尿処理施設清化園の水源探査業

務に関わる委託費の増によるものであります。 

 ２月１９日には令和８年第１回日野病院組合議会定例会が招集されましたので、その概要を報

告いたします。 

 議案は、人事院勧告に伴う日野病院組合職員の給与に関する条例などの一部改正２件、令和７

年度補正予算３件、令和８年度当初予算３件の８議案が提案され、全て原案どおり可決されまし

た。補正予算は、病院事業会計、在宅介護支援事業会計、診療所事業会計の決算見込みに基づく

もので、３事業合計で収益的収支は１，６４６万３，０００円の黒字決算が見込まれています。

令和８年度当初予算では、３事業合計の収益的収支を１，３９０万６，０００円としています。

器械備品購入費として透析用水作製装置の更新、施設整備費として温水ボイラー更新工事など７，

６３２万円が計上されています。全国的にも自治体病院の経営が苦しい中、日野病院においても

物価高騰に伴う費用に加え、人件費高騰の影響もありましたが、病床再編などの効果的な経営改

善に努めた結果、黒字決算を計上できる見込みとなり、その努力に敬意を表したいと思います。 

 ２月２０日には令和８年２月鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会が招集されましたので、

その概要を報告します。 

 議案としましては、鳥取県西部広域行政管理組合の議員その他の特別職の職員報酬に関する条

例の一部を改正する条例、鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部を改正する条例、鳥

取県西部広域行政管理組合リサイクルプラザ条例の一部を改正する条例、令和７年度鳥取県西部

広域行政管理組合一般会計補正予算（補正第４回）、令和８年度鳥取県西部広域行政管理組合一般

会計予算、監査委員の選任について審議されました。このうち、議員及び特別職の報酬について

は米子市の改定を踏まえた報酬額などの改正、火災予防条例は林野火災とサウナ設備への対応、

リサイクルプラザ条例は開所時間や使用許可等について定めるもの、監査委員の選任については

任期満了に伴う新たな選任、補正予算（補正第３回）については退職手当への対応です。また、

令和８年度一般会計予算の主な事業は、最終処分場の委託費１億５，３３５万９，０００円、最

終処分場の測量、地質調査１億６，３５０万４，０００円などであります。予算総額は前年度当

初より２億９，８８６万３，０００円の増額となっており、これに伴いまして、本町の負担金は
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前年度当初より１，０８８万１，０００円増の１億２，８５１万円となっております。いずれの

議案も原案のとおり可決されました。 

 ２月２１日には日野町生涯学習まちづくり大会を日野町公民館で開催いたしました。議会行事

として、家庭の日作品について、幼児、日野学園前期・後期課程、一般の部の計２５名の表彰を

行い、引き続き、巣箱コンクールについて、日野学園前期課程の１７名に表彰を行いました。実

践発表では、伯耆国たたら顕彰会の佐々木幸人会長からたたら顕彰会の活動について発表があり

ました。記念講演では、ＣＳマイスターの福田範史さんから「地域と学校の連携・協働による人

づくりからまちづくりへ」と題して、学校運営協議会の役割や地域と学校の連携がどのようにま

ちづくりにつながっていくかなどの貴重なお話を聞かせていただき、生涯学習や地域づくりへの

参画について学ぶよい機会となりました。 

 ３月１日には鳥取県立日野高等学校の卒業式が行われ、来賓として参列いたしました。多くの

保護者の皆様や来賓の方々が参列して執り行われ、１５名の生徒が希望を胸に日野高校を卒業さ

れました。高校や地域の中での学びや経験を糧として、今後もますます活躍され、将来の地域社

会を担い、貢献されることを期待しております。 

 ３月４日には令和７年度消防功労者消防庁長官表彰式が東京都で行われ、日野町消防団が表彰

旗を授与されました。これは、防災思想の普及、消防施設の整備、その他の防災の防御に関する

対策の実施について、その成績が特に優秀で、かつ他の模範と認められる消防機関に贈られるも

ので、このたびの表彰は、全国１６機関の中に日野町消防団が選ばれました。日野町消防団がこ

の表彰旗を受章するのは初めてのことで、長年の消防団活動が認められてのこのたびの受章に対

しましてお祝い申し上げるとともに、消防団の皆様におかれましては、日頃より消防、地域防災

の最前線に立ち、地域の安全・安心を支えてくださっていることに心より敬意と感謝を申し上げ

ます。 

 以上が一般行政報告であります。 

○議長（中原 信男君） 次に、令和８年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支

出予算について報告を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） 一般財団法人日野町農林振興公社の令和８年度の事業計画及び収入支出

予算につきまして御報告申し上げます。 

 これは、令和８年２月６日に一般財団法人日野町農林振興公社理事会が開催され、令和８年度

の事業計画及び収支予算が承認されましたので、その概要について御説明いたします。 
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 内容につきましては、産業振興課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中原 信男君） 杉原産業振興課長。 

○産業振興課長（杉原 昭二君） 令和８年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収支

予算について、その概要について御説明します。 

 お手元の資料１ページを御覧ください。最初に、令和８年度事業計画ですが、各事業とも令和

７年度の実績見込みを勘案し、事業計画を立てております。 

 まず、農作業受託事業について、水稲作業の荒起こし、荒かき、代かき、田植は、農家の営農

計画見直しにより、受託戸数、面積の微増減を見込んでおります。刈取り、もみ運搬、秋起こし、

あぜ塗りの受託戸数、面積は昨年同様としております。水田畦畔草刈り、牧草梱包についても昨

年同様としております。 

 次に、転作等受託事業について、ソバ作業は作業受託から公社への利用権設定に変更するため、

受託戸数、面積の減となりますが、水稲作付からソバ作付に転換したため面積が増加しており、

結果として昨年同様の受託面積としております。ソバ生産は昨年と同様とし、販売事業は反収の

減を見込んでおります。 

 次に、利用権設定その他事業の欄を御覧ください。担い手だけでは農地を維持できないため、

公社への利用権設定を利用される農家の増加を見込んでおり、水稲、ソバの作付面積増としてお

ります。野菜、牧草は、本年から作付しないため、戸数、面積を減としております。それぞれ個

別の作業内容につきましては御覧ください。 

 最後に、日野町新・農業推進プランによる堆肥散布支援は、地力増進と地域未利用資源の一層

の活用の取組と環境負荷低減を推進するため、全体で１４０戸、６０ヘクタールを見込んでおり

ます。 

 次に、２ページを御覧ください。令和８年度収入支出予算書です。 

 最初に、事業活動収入です。１の基本財産運用収入は定期預金利子、２の受託事業収入は令和

７年度の実績見込みから算出しております。実績見込みに比較して、耕うん作業は受託面積の減

による減額を見込んでおります。荒かき、代かき作業は作業量の増により増額を見込んでおりま

す。田植作業から転作受託作業までは昨年度と同様としております。堆肥散布等作業は作業の受

託面積増による増額を見込んでおります。その他作業は中山間直接支払い対象ほ場受託面積増に

よる草刈り作業の増額を見込んでおります。３のソバ等事業収入は、米の販売価格アップ等によ

り、収入の増額を見込んでいます。５の補助金等収入は、持続可能な公社運営を確保するため、

町から公社への人件費等の補助及び特定地域づくり事業負担金、機械リース、新規採用職員に係
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る人件費、堆肥補助金を計上しております。６の駐車場管理収入は、昨年どおり計上しておりま

す。８のその他収入の経営所得安定対策交付金等は、前年に比較しソバ等の作付増に伴い増額を

見込んでおります。 

 収入合計は３，４８１万２，０００円で、対前年比２９８万７，０００円の増額となっており

ます。主な増額内容は、米の販売収入、機械リース補助金や堆肥補助金収入の増額であります。 

 続きまして、３ページの事業活動支出を御覧ください。令和７年度の実績見込みから令和８年

度計画を算出しております。 

 最初に、１の管理運営費ですが、合計で１，３５６万８，０００円、対前年比７万２，０００

円の増額となっております。公社の職員については、事務局長１名、事務職員１名、嘱託職員１

名及び新規採用職員１名の体制で農家の下支えを引き続き行いたいと考えています。内訳は御覧

ください。２の受託事業費は合計１，９０７万９，０００円で、対前年比２７８万円の増額とな

っております。これは、堆肥散布に伴う堆肥代、農業用機械の修繕料及びマニュアスプレッダー

リース、コンバインリース費用を計上しています。３のソバ等受託生産は、合計１６５万５，０

００円で、対前年比１３万５，０００円の増額です。内訳は御覧ください。 

 下段の支出合計については、総額が３，４８１万２，０００円で、対前年比２９８万７，００

０円の増額となっており、農業用機械修繕及び導入費の増額が主な要因となっています。詳細に

ついては御覧ください。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第４ 施政方針 

○議長（中原 信男君） 日程第４、町長が施政方針を行います。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） 改めまして、よろしくお願いいたします。 

 このたび２月２４日付で第９代日野町長に就任いたしました。議会の皆様とは、日野町が抱え

る様々な課題について、逐次、私の考えをお示しし、御相談しながら施策を進めてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 私は、故郷日野町を消滅可能性自治体から脱却させたい、させなければならないとの強い思い

を持って日野町長へ就任いたしました。また、「明日が楽しみな町、日野町」を目指す町の姿とし

て掲げています。この思い、考えに沿って進めていく施政方針を述べさせていただきます。 



－12－ 

 まず最初に、消滅可能性自治体からの脱却について御説明します。 

 消滅可能性自治体とは、増田寛也氏らが編さんされた書籍「地方消滅」及び「地方消滅２」で

示された概念で、二十歳から３９歳の女性人口、これを若年女性人口と定義し、若年女性人口が

今後３０年間で５０％以上減少する自治体を指しています。日野町を含む日野郡３町はこの消滅

可能性自治体に含まれ、いずれ消滅する可能性が高い自治体と考えられています。 

 日本の地域別将来推計人口によると、日野町では２０２０年から２０５０年までの３０年間で

若年女性人口が６４．６％減少するものと見積もられています。消滅可能性自治体から脱却する

ためには、この若年女性人口の減少率を５０％以下にしなければならないということです。これ

が消滅可能性自治体脱却のための目標になります。ただし、若年女性人口のみを指標とすること

は、若年女性のみに将来の責任を負わせるようなことが発想され、施策としてバランスを欠くお

それがあります。若年女性人口のみを指標とせず、男女の若年人口、つまり二十歳から３９歳人

口の減少率低下を目指す施策に取り組んでまいります。 

 減少率低下のための施策とは、若年人口の流出を防止し、流入を促す施策となります。施策策

定に当たっては、思い込みを廃し、単なる他の受け売り策でもなく、日野町の実情に沿った施策

を講じます。一方で、若年人口を対象とした施策に偏重し、高齢者向け施策がおろそかにならな

いように配慮することを忘れてはなりません。 

 次に、「明日が楽しみな町、日野町」について御説明します。 

 日野町の目指すべき姿として「明日が楽しみな町、日野町」を掲げています。明日が楽しみと

は、病から回復して明日退院する、明日になったら家族と会えるというような健康や心の不安の

解消、今日頑張ったこと、挑戦したことの結果が待ち遠しいというような自分を奮い立たせて頑

張ること、課題に取り組むこと、目標を目指すこと、挑戦することの楽しみ、そして自分自身、

仲間、子供たちの成長を楽しみ、自己実現の姿を楽しみとする姿です。そんな明るい未来を描け

る町、それが私の目指す「明日が楽しみな町、日野町」です。 

 ここから重点施策について御説明いたします。 

 消滅可能性自治体から脱却、「明日が楽しみな町、日野町」を目指し、以下、４つの項目を私の

町長就任に当たっての重点施策といたします。４つの項目とは、子育て、教育、それから医療、

福祉、産業振興、そして交流の拠点整備になります。１つずつ説明してまいります。 

 まず１番目として、子育て、教育に関する施策です。 

 消滅可能性自治体脱却で取り上げた若年人口、つまり二十歳から３９歳の世代はまさに子育て

世代です。子育て世代の大きな関心事はもちろん教育であり、子育て世代の流出を食い止めるた
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めには魅力的な教育を提供することが必須です。 

 まず、義務教育学校としての日野学園について御説明します。 

 日野学園においては、人口減少とともに児童生徒数が年々減少し、１学年１学級の維持も困難

な状況にあり、複式学級となる様相です。このことが教育への不安につながり、子育て世代の流

出に拍車をかける負のスパイラルに陥っています。負のスパイラルから抜け出すためには、少人

数の弊害を克服する高品質で魅力的な教育に取り組みます。流出から転じて子育て世代を他地域

から呼び込むことまで目指してまいります。一例として、国際バカロレア（ＩＢ）プログラムの

認定を受け、探求型教育の導入などについて、その実現性、妥当性の検討を始めます。 

 次に、就学前の子育てについてです。 

 旧日野中学校内に設置されたしいたん広場は、町外からも多くの利用者がある人気の施設であ

ると認識しています。この人気の理由をしっかりと分析し、子育て家庭のニーズを捉えることで、

子育て家庭向け施策に反映してまいります。 

 そして次に、日野高校の維持についてです。 

 今までの成果が少しずつ実っているのか、来年度の入学者は増加する見込みと聞いております。

これからも日野高校魅力向上推進協議会の中で日野郡３町、鳥取県と連携して協議していきます

が、日野高校の在り方、目指す姿をいま一度整理する必要があると考えています。 

 ４項目の２番目、医療、福祉に関する施策について御説明します。 

 まず、日野病院についてです。 

 地域医療機関の維持は、町民の健康確保に必須であることは言うまでもありません。また、地

域医療の崩壊は人口流出に直ちに直結いたします。そんな中、日野町が中心となり運営する日野

病院は、鳥取大学医学部との連携等により、多くの診療科と高度な体制を維持しながら黒字経営

を９年連続達成しており、経営基盤が比較的安定しています。 

 しかしながら、人口減少とともに経営が困難となることも予想されます。地域医療の維持に課

題を抱える周辺自治体と連携を図り、この日野病院の持つポテンシャルを最大限発揮して維持し

ていく方策を実施します。また、健康診断の充実などにより、がんなどの早期発見、成人病予防

に結びつけ、町民の健康年齢向上へ取り組みます。さらに、人間ドック、先進的がん検診を提供

し、他地域から受診者を呼び込む医療ツーリズムの可能性検討も始めます。 

 次に、高齢者の不安への対応についてです。 

 町内では、高齢者のみの世帯、高齢者独居世帯が増加しており、社会的孤立、孤独感を抱える

方々が増えています。これらを解消するため、地域巡回訪問の充実、集落支援員の増員、小さな
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拠点の拡充を継続するとともに、ＩＣＴツールによるコミュニケーションの導入についても検討

を始めます。 

 そのほかは第９期日野町高齢者福祉計画、介護保険事業計画に従って進めていきますが、進捗

をしっかりモニターし、必要な手直しは逐次行っていきます。 

 ４項目の３番目、産業振興に関する施策について御説明いたします。 

 まず、基幹産業としての農業、林業についてです。 

 日野町の基幹産業である農業、林業は、いずれも後継者不足の課題を抱えています。日本全体

が人口減少する中で、簡単に後継者を育成、確保できる状況ではありません。スマート農業・林

業を導入し、後継者不足を補うこと、６次産業化による収益性向上などは多くの地域で取り組ま

れている対策であり、日野町においても促進していきます。 

 さらに、後継者不足の問題については、昨年１１月に日野町新・農業推進プランを策定しまし

た。この中で次の４項目の基本方針と目標値を設定しています。まず１番目、将来を見据えた担

い手づくり、２番目に、日野町農林振興公社の機能強化、３番目に、循環型農業で土づくり・特

産物づくり、４番目に、地域の農地をみんなで守るというものです。令和７年度から１１年度を

事業年度、１２年度を目標年度としていますが、進捗をしっかりとモニターしながら確実に進め

てまいります。 

 加えて、林業については、伐採適期でありながら放置された森林が多くあり、これらは産業資

源として適切に活用しなければなりません。新設が計画される広域基幹林道金持秋縄線の活用な

ども視野にした林業活性化に取り組みます。 

 次に、商工業振興について御説明します。 

 起業や新規分野への参入、需要掘り起こしなどへの挑戦をこれからも支援していきます。商品

力魅力アップ支援事業補助金、創業等支援事業補助金は継続するとともに拡充を図ります。リノ

ベーションＬａｂ、旧日野中学校内のサテライトオフィスについては、これまでの実績をきちん

と検証した上で、その在り方を見直してまいります。これら施設を起点に挑戦したくてうずうず

している鬱憤を解放する機会を提供していきます。 

 次に、観光業についてです。 

 知的好奇心を刺激する観光、体験型観光資源の発掘、開発を目指します。日野町内にはたたら

などの産業遺跡、歴史的建造物、史跡も存在します。見て帰るだけの観光ではなく、学び、体験

し、滞在や繰り返し来訪してもらえる観光プラン作成を目指します。観光から関係人口増加へつ

なげます。オシドリ観察、金持神社については、来訪者の動向調査などを行い、需要に合致した
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サービス提供を追求します。そしてサイクルツーリズムの推進も図ります。 

 そして次に、新規事業についてです。 

 これまで我が町は新規事業の可能性に対する感度が鈍かったと考えています。農林業、商工業、

観光業ともに感度を高めて、我が町に見合った新規事業を実現するべく、私が先導してまいりま

す。 

 ４番目の項目になります。交流の拠点整備に関する施策を御説明します。 

 日野町には山陰地方で最も重要な鉄道路線の一つである伯備線が走っています。特急が停車す

る根雨駅周辺には、町役場、日野振興センターの行政機関、スーパー、ホームセンターなどの商

業施設、教育機関としての高校が立地し、町機能を集積したコンパクトシティーとなるポテンシ

ャルがあります。ポテンシャルを発揮するためには整備が必要であり、駅東西を結ぶ通路の設置、

無人となった駅舎の活用などに取り組みます。今後、二地域居住、ワーケーションが活発化する

と見込まれ、この場合に他地域との交流拠点となります。また、広く日野郡、岡山県北部地域を

含むエリアの交流拠点となることも目標とします。 

 以上が就任に当たって重点施策とする事項です。 

 なお、就任してからの時間が短く、新規事業等の予算化に向けた検討、調整の時間が十分に取

れなかった事情から、今回の当初予算には盛り込めず、骨格予算となっております。６月議会に

て肉づけ予算の御審議をいただきたく、御理解と御協力をお願いいたします。日野町長、近藤宏。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第５ 議案第２号 から 日程第１９ 議案第１６号 

○議長（中原 信男君） 日程第５、議案第２号、専決処分の承認を求めることについてから日程

第１９、議案第１６号、令和８年度日野町下水道事業会計予算までを一括議題といたしたいと思

います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議がないようですので、一括議題とし、順次説明を求めます。 

 それでは、日程第５、議案第２号、専決処分の承認を求めることについて、提出者の説明を求

めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第２号、専決処分の承認を求めることにつ

いて御説明を申し上げます。 

 これは、令和７年度日野町一般会計補正予算（第７号）を令和８年２月６日に専決処分しまし
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たので、地方自治法第１７９条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものであり

ます。 

 議案書の３ページを御覧いただきたいと思います。この補正予算は、歳入歳出それぞれ２，７

５１万円を追加し、歳入歳出の予算総額を４７億３，５９４万７，０００円とするものでありま

す。 

 補正額は、４ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。このたびの

補正予算は、２月初旬の大雪により除雪費用に不足が生じ、緊急に補正予算を組む必要がありま

したので、除雪に関わる費用について専決処分により補正予算を編成させていただいたものでご

ざいます。 

 歳入歳出の詳細につきましては、総務課長から説明をさせますので、御審議いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第２号、令和７年度日野町一般会計補正予算（第７号）につい

て、予算に関する説明書から御説明いたします。 

 ５ページの歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧をいただきたいと思います。 

 歳入について御説明いたします。６ページを御覧ください。県支出金、県委託金、土木費委託

金は、県道除雪応援委託金が１２３万８，０００円の増額です。繰入金、基金繰入金、財政調整

基金繰入金は、本補正予算の財源として財政調整基金からの繰入れが２，６２７万２，０００円

の増額です。 

 続いて、歳出について御説明いたします。引き続き６ページ中段を御覧ください。総務費、総

務管理費、企画費は、金持テラスひの施設内の除雪費用として委託料が４０万円の増額です。土

木費、道路橋梁費、道路維持費は２，７１１万円の増額です。需用費は、除雪機の燃料代として

７１万円の増額、委託料は、除雪事業者への委託料として２，６４０万円の増額です。 

 以上が令和７年度一般会計補正予算（第７号）の説明でございます。 

○議長（中原 信男君） 日程第６、議案第３号、令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）

について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第３号、令和７年度日野町一般会計補正予

算（第８号）について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。この補正予算は、歳入歳出それぞれ１億４，８３７万
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８，０００円を減額し、歳入歳出の予算総額を４５億８，７５６万９，０００円とするものです。 

 補正額等は、２ページから５ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思いま

す。全体を通じ、各事業費の確定による減額が多くを占めております。歳入につきましては、申

しましたように減額が大半ですが、地方消費税交付金など国からの交付金を増額しております。

歳出の主なものとして、生活保護システムの改修費、町営住宅のクロス壁修繕工事費などを計上

しております。 

 繰越明許費は、６ページ、第２表を御覧ください。令和８年度に繰り越して事業を行うもので、

省エネ家電購入促進事業２３５万円、農業水路等長寿命化・防災減災事業４９０万円、林道改良

事業１，０６０万円、日野町くらし応援商品券事業５，２５７万５，０００円、鉄道駅観光活用

事業３４万５，０００円、道路維持一般管理２，５３１万円の６事業であります。 

 地方債の補正につきましては、７ページ、第３表、地方債補正を御覧ください。過疎対策事業

債は６，０４０万円の減額、緊急防災・減災事業債は２，３４０万円の増額、緊急自然災害防止

対策事業債は１１０万円の減額、災害復旧事業債は１５０万円の減額、地方債合計の限度額を５

億６０万円とするものです。 

 歳入歳出の詳細につきましては、各課長から説明をさせますので、御審議いただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第３号、令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）につい

て、予算に関する説明書から御説明いたします。 

 ９ページから１０ページの歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧をいただきたいと思います。 

 歳入について御説明いたします。１１ページを御覧ください。地方譲与税以下、１２ページの

上段、環境性能割交付金までは全体で３１３万９，０００円の増額です。国及び県から示された

額によるものです。 

 分担金及び負担金、負担金、衛生費負担金は、日野郡３町が実施している小児科医育成・確保

強化事業に県が補助することとなったため、日南町及び江府町からの負担金が５３３万７，００

０円の減額です。教育費負担金は、実績見込みにより日野高校コーディネーター事業負担金が２

０万９，０００円の減額、ふるさと教育まなびや縁側事業負担金が１５万９，０００円の減額で

す。 

 使用料及び手数料、使用料、商工使用料は、オシドリ観察小屋の入場者が見込みより少なくな

ることから４９万円の減額です。土木使用料は１８１万５，０００円の減額です。町営住宅への
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入居者が減ったことにより、町営住宅使用料が１７８万５，０００円の減額、合併浄化槽使用料

が３万円の減額です。手数料、民生手数料は、介護予防ケアマネジメント事業手数料が１０万６，

０００円の増額です。 

 １３ページ、国庫支出金、国庫負担金、民生費負担金は、生活困窮者自立支援費負担金が１万

８，０００円の増額です。国庫補助金、民生費補助金は４２万８，０００円の減額です。実績見

込みにより子育て支援交付金が８０万２，０００円の減額、生活困窮者就労準備支援事業費等補

助金が３７万４，０００円の増額です。教育費補助金は、実績見込みにより特別支援教育就学奨

励費補助金が４，０００円の減額です。国庫委託金、総務費委託金は、昨年７月に行われました

参議院議員選挙における実績に伴い、参議院議員選挙費委託金が７１万４，０００円の減額です。 

 県支出金、県補助金、総務費補助金は１４０万２，０００円の減額で、交付金の配分及び実績

見込みに伴うもので、鳥取県防災・危機管理対策交付金は２４８万２，０００円の減額、中山間

地域路線維持支援補助金が１０８万円の増額です。民生費補助金は、実績見込みにより子ども・

子育て支援交付金が８０万２，０００円の減額です。衛生費補助金は、日野郡３町が実施してい

る小児科医育成・確保強化事業に係る補助金として１，０００万円の増額です。１４ページにか

けて、農林水産業費補助金は、農業費補助金について、しっかり守る農林基盤交付金、鳥獣被害

総合対策事業費補助金、地籍調査事業費補助金、農業者戸別所得補償制度推進事業費補助金、多

面的機能支払交付金、鳥取県鳥獣被害防止総合対策交付金、農地を守る直接支払事業交付金、鳥

取和牛振興総合対策事業費補助金。林業費補助金については、町行造林事業費補助金、町行造林

持出支援事業費補助金、林業再生事業費補助金、林道事業補助金、それぞれ事業費の確定見込み

などにより、全体で４，０８５万１，０００円の減額です。商工費補助金は、鳥取県鉄道の旅魅

力造成支援補助金が２２万円の減額です。土木費補助金は、日野郡除雪機械運転手育成補助金、

鳥取県急傾斜地崩壊対策事業費補助金が合わせて８５万３，０００円の減額です。教育費補助金

は、県からの配分が減額になったことにより、スクールソーシャルワーカー活用事業費補助金が

１３万９，０００円の減額、実績見込みにより特別支援学校児童生徒通学支援補助金が１５８万

７，０００円の減額、鳥取県高校生通学費助成補助金が２５万円の減額です。 

 県委託金、総務費委託金は、事業費確定により統計調査費委託金が９３万１，０００円の減額

です。土木費委託金は、事業費の確定見込みにより県道維持工事委託金が１，７５０万円の減額

です。 

 １５ページ、財産収入、財産売払収入、不動産売払収入は、事業完了により立木売払収入が１

１４万２，０００円の減額です。 
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 寄附金、寄附金、土木費寄附金は、急傾斜地崩壊対策事業の事業費確定により、公共急傾斜地

崩壊対策事業費寄附金が５万８，０００円の減額です。 

 繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金は、本補正の財源調整として３，４３４万８，００

０円の減額です。観光振興基金繰入金は、充当を予定していた観光関連職員の人件費減により６

４万６，０００円の減額です。愛と元気の日野町ふるさと基金は、小児科医育成・確保強化対策

事業及び社会体育関係大会派遣費補助事業の額の確定見込みにより４４３万８，０００円の減額

です。森林整備基金繰入金は、財源充当していた林業再生事業、森林環境税関連事業、林道改良

事業の事業費確定見込みにより５４９万７，０００円の減額です。公共施設等長寿命化基金繰入

金は、役場庁舎ＬＥＤ照明取替え工事、農産物加工所屋根修繕工事、給食センター炊飯器、殺菌

庫更新工事の額の確定により２６９万１，０００円の減額です。 

 １６ページにかけて、諸収入、雑入、雑入は、落雷の影響により庁舎の電気設備が故障し、取

替え工事を行ったことにより、建物災害共済金として４７万円を計上しています。 

 町債、町債、総務債は、過疎対策事業債ソフト分の配分が確定したことにより１，２３０万円

の減額です。林業債は、広域基幹林道宝仏山線整備の事業費確定により２３０万円の減額です。

土木債は、単県急傾斜地崩壊対策事業、道路防災対策事業、橋梁改良事業等に係る事業費または

配分額確定により、合わせて１，０９０万円の減額です。教育債は、過疎対策事業債ソフト分の

配分が確定したことにより６０万円の減額です。消防債は、消防ポンプ自動車購入費の確定によ

り１，２００万円の減額です。災害復旧事業債は、三栗、横路地区の災害復旧事業費の確定によ

り１５０万円の減額です。 

 続いて、歳出について御説明いたします。１７ページを御覧ください。総務費、総務管理費、

一般管理費は、除雪対応などの職員の時間外勤務手当として７０万円の増額です。財産管理費は、

庁舎１階及び２階ＬＥＤ照明取替え工事の入札減により、工事請負費が１２０万２，０００円の

減額です。企画費は１，３１０万６，０００円の減額です。報償費は、地域おこし協力隊の受入

れ実績に基づく報償金が６６０万６，０００円の減額です。負担金、補助及び交付金は、生活交

通路線維持費補助金が実績により５０万円の減額、地域おこし協力隊に係る活動費補助金が６０

０万円の減額です。情報処理費は、使用料及び賃借料について、ガバメントクラウド利用料の実

績見込みにより使用料が５４０万７，０００円の減額、住基ネットサーバー機器更新費用の確定

により借上料が２８４万６，０００円の減額です。防災諸費は、日野町業務継続計画改定業務委

託費の確定により委託料が１４８万４，０００円の減額です。 

 選挙費、参議院議員選挙費は、事務従事者の時間外勤務手当の確定により、職員手当が７１万
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４，０００円の減額です。 

 １８ページにかけて、統計調査費、統計調査総務費は、本年度実施した国勢調査の事業費が確

定したことにより、需用費、役務費合わせて９３万６，０００円の減額です。 

 次の民生費からは健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 引き続き１８ページ上段を御覧ください。民生費、社会福祉費、

社会福祉総務費は１３万２，０００円の増額です。委託料は、介護予防支援業務の委託増により

１０万６，０００円の増額、負担金、補助及び交付金は、就労支援専門員設置に係る負担金の実

績見込みにより２万６，０００円の増額です。 

 児童福祉費、児童福祉総務費は３６４万５，０００円の減額です。報酬、給料、職員手当等、

共済費及び旅費は、職員の育児休業取得及び代替保育士の勤務実績に伴う人件費の減で、合わせ

て３７０万５，０００円の減額です。備品購入費は、デジタル身長計を購入するための６万円の

増額です。 

 １９ページ、生活保護費、生活保護総務費は、最高裁判決に伴うシステム改修費として電算処

理委託料を３７万４，０００円の増額です。 

 衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は、小児科医育成・確保強化事業が県補助金の対象とな

ることが確定したことに伴う財源振替です。予防費は、償還金、利子及び割引料が令和６年度母

子保健衛生費国庫補助金が確定したことに伴い２３万円の増額です。環境衛生費は、負担金、補

助及び交付金が、三町衛生施設組合へのし尿処理負担金が実績による負担金確定により１８８万

５，０００円の減額です。清掃費、塵芥処理費は、負担金、補助及び交付金が、三町衛生施設組

合へのごみ処理負担金が実績による負担金確定により１１２万９，０００円の減額です。 

 次の農林水産業費からは産業振興課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 杉原産業振興課長。 

○産業振興課長（杉原 昭二君） 引き続き１９ページ下段を御覧ください。２０ページにかけて、

農林水産業費、農業費、農業振興費は１，８０８万７，０００円の減額です。町農業再生協議会

の会計年度任用職員の人件費に係る共済費として１万円の増額です。報償費は、町農林振興公社

の地域おこし協力隊員の採用見込みがないことにより報償金が２２０万２，０００円の減額、鳥

獣捕獲奨励金の捕獲実績により奨励金等が１５７万円の減額です。委託料は、有害鳥獣捕獲委託

の捕獲実績により９５万２，０００円の減額です。工事請負費は、日野町農産物加工所の屋根修

繕工事の入札減により１００万１，０００円の減額です。原材料費は、イノシシ侵入防止柵設置
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事業での設置延長の変更により１１７万円の減額。負担金、補助及び交付金は、負担金が、鳥獣

被害対策実施隊員、チーフの人事院勧告による人件費、日野郡鳥獣被害対策協議会職員の人件費

精算により４万８，０００円の増額、補助金が、町農林振興公社の地域おこし協力隊員の採用見

込みがないことによる活動費として２００万円の減額、町農業再生協議会の会計年度任用職員の

人件費に係る補助金として３万円の増額で、合わせて１９７万円の減額、交付金が、中山間地域

等直接支払事業及び多面的機能支払事業の参加協定面積の減などにより９２８万円の減額です。 

 畜産業費は、繁殖雌牛増頭加速化対策事業補助金の活用実績がなかったため４５万円の減額で

す。 

 農地費は２，８７８万８，０００円の減額です。報償費、需用費、委託料、使用料及び賃借料、

負担金、補助及び交付金のうちの負担金、補償、補填及び賠償金は、地籍調査事業に係る交付金

配分額の確定により、合わせて２，８２６万９，０００円の減額です。負担金、補助及び交付金

のうち補助金は、しっかり守る農林基盤交付金事業における水路改修工事として計上していた要

望地区の水路を不施行としたことにより５１万９，０００円の減額です。 

 ２１ページにかけて、林業費、林業振興費は１，４７２万３，０００円の減額です。委託料は、

林道橋梁点検業務委託において入札減及び予定していた橋梁点検車の使用が不要になったことに

より７０万４，０００円の減額、金持朝刈町有林間伐搬出事業において、連続した岩の露出によ

り作業道の設置延長が減となったことにより４０４万６，０００円の減額、町管理区間の林道宝

仏山２号線のり面復旧測量設計委託業務において、国の交付内示額が当初予定額より減額された

ことにより４０万円の減額、森林経営管理意向調査及び集積計画作成業務について、実績に応じ

て１９８万円の減額、合わせて７１３万円の減額です。工事請負費は、金持朝刈１号線舗装工事

について、入札減により３６万５，０００円の減額です。負担金、補助金及び交付金は、補助金

が鳥取日野森林組合の林業機械導入費補助金の入札減により６７４万８，０００円の減額、交付

金は日野町林業従事者雇用促進給付金の希望者がなかったことにより４８万円の減額、合わせて

７２２万８，０００円の減額です。 

 林道開設費は、広域基幹林道宝仏山線の事業費確定に伴い負担金が２２３万２，０００円の減

額です。 

 商工費、商工費、観光費は、会計年度任用職員の育児休業取得に係る人件費の減として、給料、

職員手当、共済費合わせて１９３万８，０００円の減額です。 

 次の土木費からは建設水道課長が説明します。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 
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○建設水道課長（音田雄一郎君） ２１ページの下段を御覧ください。２２ページにかけて、土木

費、土木管理費、土木総務費は６９４万１，０００円の減額です。職員の人事異動により給料が

１５０万円の減額、負担金、補助及び交付金は、鳥取県が実施している根雨地区急傾斜地崩壊対

策事業について、本年度事業費の確定により５４４万１，０００円の減額です。 

 道路橋梁費、道路維持費は２，４３９万３，０００円の減額です。報酬、職員手当等、共済費

は、町道等維持管理作業員の採用数が１名不足したことにより、合わせて１５０万６，０００円

の減額、委託料は、町道矢倉線道路修繕工事測量設計委託業務の業務確定により６０万５，００

０円の減額、工事請負費は、県道の維持管理工事、町道濁谷滝山線修繕工事等の事業費確定によ

り１，８１９万９，０００円の減額、備品購入費は、除雪車両の入札減により３６８万５，００

０円の減額、負担金、補助及び交付金は、除雪機械運転手育成支援補助金の実績に伴い３９万８，

０００円の減額です。 

 橋梁維持費は５２３万５，０００円の減額です。委託料は、事業費確定により１４７万円の減

額で、道路橋点検業務を８６万７，０００円、橋梁補修設計業務を６０万３，０００円減額する

ものです。工事請負費は、四辻橋、濁谷橋の橋梁修繕工事の事業費確定により３７６万５，００

０円の減額です。 

 ２３ページにかけて、住宅費、住宅管理費は、工事請負費として、野田地区に建設した新築の

町営住宅きらり４棟について、１月６日に発生した地震により内装のクロスに一部ひびが入る被

害が発生したため、これを修繕する工事費として１３０万円の増額です。 

 消防費、消防費、非常備消防費は、消防団が使用する消防ポンプ車の購入費確定により、備品

購入費が５５７万８，０００円の減額です。 

 次の教育費からは教育課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 三好教育課長。 

○教育課長（三好 達也君） 引き続き２３ページ中段を御覧ください。教育費、教育総務費、教

育委員会費は、旅費が教育委員が研修会に参加できなかったことにより４万３，０００円の減額

です。事務局費は、報酬、職員手当及び共済費が、特別支援学校児童生徒通学支援事業の運転手

及び介助員の報酬等、通学支援利用日数の減により、合わせて１５８万７，０００円の減額です。 

 義務教育学校費、学校管理費は、予算額に増減はありませんが、スクールソーシャルワーカー

活用事業費補助金の減額による財源振替です。 

 ２４ページ、教育振興費は、予算額に増減はありませんが、特別支援教育就学奨励費補助金の

減額による財源振替です。 
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 社会教育費、社会教育総務費は５１５万８，０００円の減額です。給料、職員手当等及び共済

費は、公設塾講師の採用ができなかったことにより合わせて３６７万２，０００円の減額、負担

金、補助及び交付金は、高校生通学費助成金、高校生等奨学金及び公設塾講師の住居費補助金の

実績見込みにより、合わせて１４８万６，０００円の減額です。文化財保護費は、使用料及び賃

借料が発掘調査の測量機材を無償で借りることができたことにより１０万円の減額です。文化セ

ンター費は、報酬が代替事務員の実績見込みにより５０万円の減額です。 

 保健体育費、学校給食費は、工事請負費が給食センター炊飯器、殺菌庫更新工事の額が確定し

たことにより４８万８，０００円の減額です。２５ページにかけて、体育総務費は、予算額に増

減はありませんが、ふるさと基金の充当額変更による財源振替です。 

 公債費は、平成２６年度に借り入れた臨時財政対策債の利率見直しに伴う元金及び利子の変更、

また、令和６年度、７年度に借り入れた地方債の利率確定により、合わせて２５万７，０００円

の減額です。 

 災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、農業用施設災害復旧費は、工事請負費が三栗、横路

地区の災害復旧工事費の確定により２２６万２，０００円の減額です。 

 以上が令和７年度一般会計補正予算（第８号）の提案説明でございます。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第７、議案第４号、日野町特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第４号、日野町特別職の職員で常勤のもの

の給与及び旅費に関する条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 これは、特別職の国家公務員の給与改定に準じ、町長、副町長及び教育長の期末手当の支給率

の改正をするもので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 詳細につきましては、総務課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第４号、日野町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関

する条例の一部改正について御説明いたします。 

 ２ページ、条例の改正が必要な理由と概要を御覧ください。これは、特別職の国家公務員の給

与改定に準じて、町長、副町長及び教育長の期末手当の支給月数を６月期及び１２月期それぞれ
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０．０５月分を引き上げ１．７５月分とし、年間で３．５月分とするものです。 

 なお、施行期日は令和８年４月１日からといたしております。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第８、議案第５号、日野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第５号、日野町議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 これは、特別職の国家公務員の給与改定に準じ、日野町議会議員の期末手当の支給率の改正を

するもので、地方自治法第９条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 詳細につきましては、総務課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第５号、日野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部改正について御説明いたします。 

 ２ページ、条例の改正が必要な理由と概要を御覧ください。これは、特別職の国家公務員の給

与改定に準じて、日野町議会議員の期末手当の額について、支給月数を６月期及び１２月期それ

ぞれ０．０５月分を引き上げ１．７５月分とし、年間で３．５月分とするものです。 

 なお、施行期日は令和８年４月１日からといたしております。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第９、議案第６号、日野町森林等火入れに関する条例の一部改正に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第６号、日野町森林等火入れに関する条例

の一部改正について御説明申し上げます。 

 これは、鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部改正に伴い、関連する条文について

一部改正するもので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 詳細につきましては、総務課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 



－25－ 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第６号、日野町森林等火入れに関する条例の一部改正について

御説明いたします。 

 ２ページ、条例の改正が必要な理由と概要を御覧ください。これは、近年の大規模山林火災を

受け、鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例が一部改正されたことに伴い、関連する条文に

ついて所要の改正をするものです。 

 この改正では、消防法に基づく火災警報のうち、林野火災予防を目的としたものについて、林

野火災警報との通称を用いることとし、その前段階において林野火災予防に係る注意喚起等を行

い、林野周辺等において住民等に対し火の使用制限の努力義務を課す仕組みである林野火災注意

報が創設され、これが鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例に位置づけられたため改正する

ものでございます。 

 なお、施行期日は公布の日からといたしております。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第１０、議案第７号、日野町犯罪被害者等支援条例の一部改正につ

いて、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第７号、日野町犯罪被害者等支援条例の一

部改正について御説明申し上げます。 

 これは、犯罪被害者等の支援について、鳥取県が新たに鳥取県犯罪被害者等に対する支援金の

交付に関する条例を制定することから、これまでありました町独自の見舞金制度を県内統一の支

援金制度とするため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 詳細につきましては、総務課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第７号、日野町犯罪被害者等支援条例の一部改正について御説

明いたします。 

 ２ページ、条例の改正が必要な理由と概要を御覧ください。これは、犯罪被害者等が受けた被

害からの早期回復を図るため、町独自の見舞金制度を設けていましたが、新たに鳥取県、県内市

町村が連携した経済的支援制度を創設することにより、犯罪被害者等が受けた被害の軽減を図り、
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犯罪被害者等の権利利益の保護が図られる社会の実現に寄与するため、鳥取県犯罪被害者等に対

する支援金の交付に関する条例が制定される見込みから、所要の改正を行うものでございます。 

 支援金の内容につきましては、表を御覧いただきたいと思います。なお、支援金の財源に充て

るため、県及び市町村が協調して基金を造成することといたしております。 

 施行期日は令和８年４月１日からといたしておりますが、経過措置として、令和８年４月１日

以後に行われた犯罪等について適用することといたしております。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第１１、議案第８号、日野町督促手数料の廃止に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第８号、日野町督促手数料の廃止に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。これは、督促手数料の廃止に伴い関係条例を整備する

もので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 詳細につきましては、住民課長に説明させますので、御審議をいただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 荒木住民課長。 

○住民課長兼会計管理者（荒木 憲男君） 議案第８号、日野町督促手数料の廃止に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について説明いたします。 

 議案書の２ページ、条例の概要を御覧ください。背景としまして、督促手数料は、税等が納期

限までに納付されなかった場合に、督促状の発送等に要する費用の一部をお願いする趣旨で設け

られた制度でございます。しかしながら、近年の事務実態を見ますと、督促手数料は１件当たり

１００円としている一方、実際には、督促状、再発行納付書の作成、印刷、郵送などに職員の手

間と時間を要している状況となっております。さらに、督促手数料については、納期限を僅かに

過ぎただけで加算されることに対する納税者等の理解が得られにくい面があります。このような

ことから、県内や全国の多くの自治体、鳥取県西部の全市町村においても同様の理由で督促手数

料の廃止が進められているところであり、本町といたしましても、利便性の向上及び事務の効率

化と住民負担の適正化の観点から、督促手数料を廃止することとしたものでございます。 

 改正内容については、１００円の手数料徴収を廃止する。それに関連して条項の整理を行うも

のです。改正する条例は、日野町税条例、日野町督促手数料及び延滞金徴収条例、日野町後期高
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齢者医療に関する条例、日野町介護保険条例、日野町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関

する条例、日野町道路占用料徴収条例、日野町下水道条例の７条例です。 

 施行期日は令和８年４月としております。それ以前に納期限の到来した督促状に係る手数料は

従来どおりの扱いとなります。 

 なお、督促手数料を廃止しても期限内納付の原則が変わるものではなく、滞納に対しては厳正

に対処してまいります。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第１２、議案第９号、土地の無償貸付について、提出者の説

明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第９号、土地の無償貸付について御説明申

し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。これは、日野町根雨にあります土地を無償で貸し付け

るため、地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 対象となる土地の所在地は、日野郡日野町根雨７４４番２、地目は宅地、面積は合計３６．０

１平方メートルでございます。無償貸付けの目的は、住民が今後も質の高い介護保険サービスの

提供を受けることができるように、介護老人保健施設等の運営に必要な用地を無償で貸し付ける

ものです。貸付期間は令和８年４月１日から令和１７年３月３１日まで、契約の相手方は、鳥取

県日野郡日野町根雨９０９番地１、医療法人社団日翔会理事長、徳久剛史でございます。 

 御審議をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 日程第１３、議案第１０号、令和８年度日野町営土地改良事業経費の賦

課基準並びにその徴収時期及び方法について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１０号、令和８年度日野町営土地改良事

業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び方法について御説明申し上げます。 

 これは、令和８年度に実施する日野町営土地改良事業に関し、受益者に対する経費の賦課基準、

その徴収時期と徴収方法について定めるものであります。 

 詳細については、産業振興課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 杉原産業振興課長。 
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○産業振興課長（杉原 昭二君） 議案第１０号、令和８年度日野町営土地改良事業経費の賦課基

準並びにその徴収時期及び方法について御説明いたします。 

 事業名称は、国庫補助、農業水路等長寿命化・防災減災事業によります本郷水路改修事業及び

下福長水路改修事業です。経費の賦課基準は事業費の３％相当額です。徴収時期は令和９年３月

３１日限り、徴収方法は町税の徴収方法に準拠するものです。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） ここで休憩をいたします。再開は午後１時１５分といたします。 

 それでは、休憩いたします。 

午前１１時４０分休憩 

─────────────────────────────── 

午後 １時１５分再開 

○議長（中原 信男君） それでは、再開をいたします。 

 日程第１４、議案第１１号、令和８年度日野町一般会計予算について、提出者の説明を求めま

す。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１１号、令和８年度日野町一般会計予算

につきまして御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。このたびの当初予算は、町長就任から間がないため、

既存の事業や経常的経費が中心の骨格予算とし、前年度からの継続事業、４月初めから必要な経

費、国、県補助を活用する事業などを盛り込んでいます。政策的な事業につきましては、６月補

正予算以降に肉づけを行ってまいります。 

 本年度の予算規模は、歳入歳出予算総額を４１億３，５３０万円としたところです。前年度当

初予算に比較しますと、額にして１億７，１９０万円、率にして４％の減額予算となっておりま

す。また、一時借入金の限度額を２億円と定めるとともに、地方自治法第２２０条第２項ただし

書の規定により、歳出予算において流用することができる場合を給料等人件費の各項の間の流用

と定めております。 

 歳入歳出予算については、予算書２ページから６ページの第１表、歳入歳出予算を御覧いただ

きたいと思います。 

 地方債は、７ページ、第２表にあるとおり、起債ごとに目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還方法を定めるもので、過疎対策事業債が１億８，３１０万円、緊急防災・減災事業債が４，
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９００万円の合計２億３，２１０万円としたところです。 

 歳出の主なものについて、特徴的な事業についてのみ紹介させていただきます。 

 子育て世代の子育て、幼児教育、学校教育分野では、ひのっこ保育所の照明ＬＥＤ化をする電

源立地地域対策交付金事業に１，０２３万円、日野学園プールろ過装置等を改修する義務教育学

校教育振興一般管理に８，６１７万７，０００円を計上しています。産業、雇用の分野では、集

落営農組織や農家への機械導入支援に９０３万５，０００円、まちづくり分野では、旧山陰合同

銀行根雨支店を改修するための設計を行う旧山陰合同銀行根雨支店管理に９４３万２，０００円、

防災減災分野では、受援計画やハザードマップの更新、Ｊ－ＡＬＥＲＴ機器の更新を行う防災一

般管理に２，７７４万３，０００円、橋梁点検や町道濁谷滝山線のおしどり橋、天狗橋の橋梁等

修繕事業に１億３，００２万円など、その他では、山村開発センタートイレ等の改修を行う町公

舎等管理に４，８９５万３，０００円、新たに整備を行う広域基幹林道金持秋縄線事業に３００

万円、漆原地区の単県斜面崩壊復旧事業に７９２万円などを計上しています。 

 歳入の主なものとしましては、町税３億７，８８７万３，０００円、地方交付税２２億９，１

５０万３，０００円、国庫支出金２億３，６６４万７，０００円、県支出金３億７，４８２万３，

０００円、繰入金２億５，４５８万１，０００円、町債２億３，２１０万円等をもって充てるも

のであります。 

 詳細につきましては、担当課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第１１号、令和８年度日野町一般会計予算について、予算に関

する説明書から御説明いたします。 

 ９ページから２１ページの歳入歳出予算事項別明細書、給与費明細書、債務負担行為に関する

調書、地方債に関する調書については御覧をいただきたいと思います。 

 歳入です。２２ページを御覧ください。町税、個人町民税は、前年度より５５万４，０００円

の増額を見込み、８，４３８万４，０００円を計上しています。法人町民税は、前年度より４万

円減額を見込み、１，０４７万円を計上しています。固定資産税は、評価替えの実績による増額

を見込み、前年度より８０７万３，０００円増額の１億９，３４３万５，０００円を計上してい

ます。国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、鳥取県企業局の水力発電施設改修により６，

０４０万３，０００円の増額を見込み、６，１４６万８，０００円を計上しています。軽自動車

税は、環境性能割、種別割が合計で７７万円減の１，３４３万６，０００円、市町村たばこ税は、
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昨年度とほぼ同額の１，５６８万円を見込んでいます。 

 ２３ページ、地方揮発油譲与税は６０７万２，０００円、自動車重量譲与税は２，４３３万２，

０００円、森林環境譲与税は４，４７７万８，０００円、利子割交付金は５５万円、配当割交付

金は２２０万２，０００円、株式等譲渡所得割交付金は２８６万５，０００円。 

 ２４ページ、法人事業税交付金は６０６万６，０００円、地方消費税交付金は９，０４９万１，

０００円、環境性能割交付金は２９万１，０００円、地方特例交付金は５６２万８，０００円、

地方揮発油譲与税から地方特例交付金までは、国及び県が示した見込額を計上しており、昨年と

比較しますと１，２５２万７，０００円の増となっています。 

 次に、地方交付税です。普通交付税は、令和７年度の実績、基準財政需要額の算定項目、公債

費の増額に伴う交付税措置などを勘案し、７，５９４万１，０００円増額の１９億７，３５０万

３，０００円、特別交付税は３，８００万円増額の３億１，８００万円で、合計２２億９，１５

０万３，０００円を計上しています。 

 ２５ページにかけて、交通安全対策特別交付金は５０万円。 

 分担金及び負担金、分担金、農林水産業費分担金は１５万円、農業水路等長寿命化・防災減災

事業分担金です。 

 負担金、総務費負担金は公共施設ネットワーク管理費負担金、民生費負担金は広域入所保育費

負担金、病児病後児保育事業負担金など、衛生費負担金は小児科医育成・確保強化事業負担金、

教育費負担金は日野高校コーディネーター事業負担金など、農林水産業費負担金は日野町再生事

業負担金です。負担金の合計としては１，１５３万４，０００円を計上しています。 

 ２６ページにかけて、使用料及び手数料です。使用料の主なものとして、総務使用料は町営バ

ス、タクシー運行使用料など、商工使用料はオシドリ観察小屋使用料です。土木使用料は町道敷

使用料、町営住宅使用料などです。２７ページにかけて、教育使用料は、文化センター、公民館、

社会体育館及びテニスコート使用料などで、使用料の合計としては２，７０８万４，０００円を

計上しています。 

 次に、手数料の主なものといたしまして、総務手数料は各種証明手数料や戸籍住民票に係る手

数料など、民生手数料は介護予防ケアマネジメント事業手数料です。衛生手数料はごみ処理手数

料などで、手数料の合計としまして８７９万５，０００円です。 

 続いて、２８ページにかけて、国庫支出金、国庫負担金、民生費負担金１億１，８６８万６，

０００円は、障害者支援費負担金、児童手当負担金、生活保護費負担金などです。衛生費負担金

１１万６，０００円は養育医療費負担金です。 
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 国庫補助金、総務費補助金１，０５１万８，０００円は、電源立地地域対策交付金、特定地域

づくり事業推進交付金など。民生費補助金は１，０６１万２，０００円、これは在宅障害者地域

生活支援補助金、病児病後児保育やおひさまひろば等の子育て支援事業に係る交付金など。衛生

費補助金８０万７，０００円は、合併処理浄化槽設置整備事業費補助金、感染症予防事業費等国

庫補助金など。２９ページにかけて、土木費補助金８，９４０万２，０００円は、除雪機械購入

に係る社会資本整備総合交付金、橋梁修繕事業等に係る道路メンテナンス事業費補助金及び住

宅・建築物耐震改修事業費補助金です。教育費補助金５２９万６，０００円は、旧山陰合同銀行

根雨支店改修設計業務に係る文化財保護費補助金など。 

 国庫委託金、総務費委託金１５万１，０００円は、中長期在留者住居地届出等事務費委託金な

ど、民生費委託金１０５万９，０００円は、国民年金事務費委託金など。 

 続きまして、県支出金、県負担金、総務費負担金３６９万円は、県民税取扱費負担金です。３

０ページにかけて、民生費負担金５，２８０万３，０００円は、障害者支援費負担金、児童手当

負担金、国民健康保険基盤安定費負担金、後期高齢者医療保険基盤安定費負担金など。衛生費負

担金５万８，０００円は養育医療費負担金です。 

 県補助金、総務費補助金５，１２９万４，０００円は、鳥取県防災・危機管理対策交付金、市

町村創生交付金、鳥取県超高速情報通信基盤整備補助金、中山間地域路線維持支援補助金、みん

なで支え合う中山間地域づくり総合支援事業費補助金、鳥取県移住定住推進交付金、特定地域づ

くり事業費補助金など。 

 ３１ページ、民生費補助金３，００３万円は、特別医療費補助金、隣保館運営費補助金、在宅

障害者地域生活支援事業費補助金、子育て応援市町村交付金、子ども・子育て支援交付金など。

３２ページにかけて、衛生費補助金１，５０９万５，０００円は、鳥取県自治体病院補助金、小

児科医育成・確保強化事業補助金など。農林水産業費補助金１億３，５４５万６，０００円は、

農業費補助金として地籍調査事業費補助金、中山間地域等直接支払交付金、多面的機能支払交付

金、中山間地域を支える水田農業支援事業費補助金など、林業費補助金として町行造林事業費補

助金、町行造林持出支援事業費補助金など。商工費補助金１００万７，０００円は鳥取県新型コ

ロナウイルス感染症対応利子補助金など。３３ページにかけて、土木費補助金４８３万３，００

０円は、鳥取県急傾斜地崩壊対策事業費補助金、公共単県斜面崩壊復旧事業費補助金など。教育

費補助金２，０４６万９，０００円は、スクールソーシャルワーカー活用事業費補助金、特別支

援学校児童生徒通学支援補助金、鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金、給食費負

担軽減交付金などです。 
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 続きまして、県委託金、総務費委託金５０８万２，０００円は、県知事選挙費委託金、県議会

議員選挙費委託金など。３４ページにかけて、民生費委託金１２万９，０００円は見舞金支給委

託金など。土木費委託金５，４５４万円は、県道除雪応援委託金及び県道維持工事委託金です。

教育費委託金３３万７，０００円は人権啓発活動費地方委託金です。 

 財産収入、財政運用収入、財産貸付収入７００万６，０００円は、土地、建物、伝送路の貸付

収入。３５ページにかけて、利子及び配当金１，４６２万７，０００円は、各種基金の利子や配

当金です。 

 財政売払収入、不動産売払収入１，７１８万６，０００円は、町有林の間伐材売払い収入を計

上しております。 

 寄附金、寄附金、総務費寄附金６，０００万円は、ふるさと納税寄附金です。土木費寄附金６

１万６，０００円は、公共急傾斜地崩壊対策事業費寄附金及び公共単県斜面崩壊復旧事業費寄附

金です。 

 繰入金、基金繰入金、財政調整基金は１億４，０６３万８，０００円、一般財源を補うため財

政調整基金から繰り入れるものです。観光振興基金繰入金１８４万９，０００円は、観光パンフ

レットの作成などに充てるものです。愛と元気の日野町ふるさと基金１，６２５万４，０００円

は、小児科医育成・確保強化事業、畜産堆肥活用推進事業、保育所、日野学園及び図書館の図書

購入費、福祉人材確保のための奨学金返済補助、旧黒坂小学校草刈りロボットの購入、小・中学

校の大会等派遣費補助などに充てるものです。 

 ３６ページ、森林整備基金繰入金２，６０１万円は、町行造林事業や森林環境税関連事業など

に充てるものです。公共施設等長寿命化基金繰入金５８３万円は、ひのっこ保育所ＬＥＤ照明化

として施設の長寿命化に充てるものです。減債基金繰入金５，０００万円は、公債費の償還に充

てるものです。 

 特別会計、介護保険特別会計繰入金は１，４００万円を計上しています。 

 諸収入、町預金利子１万円は歳計一時預金利子です。 

 貸付金元利収入、社会福祉貸付金元利収入１９８万円は、住宅新築資金等貸付金の元利収入で

す。災害援護資金貸付金元利収入２６万円は同貸付金元利収入です。生活保護つなぎ資金元利収

入９万円も同貸付金元利収入です。３７ページ、ささえ愛コンビニ・プロジェクト貸付金元利収

入６５０万円も同貸付金元金収入です。 

 ３８ページにかけて、諸収入、雑入は１，９０１万８，０００円、特別医療に係る高額療養費

繰替戻入金、保育所職員共食費、社会福祉施設用地使用料等、宝くじ収入を財源とするコミュニ
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ティー助成金、農地中間管理事業委託金、金持テラスひの共益費などです。 

 受託事業収入、医療と介護の一体的実施事業受託料８１４万２，０００円は、後期高齢者医療

広域連合からの受託事業収入です。 

 ３９ページ、町債、総務債は８，８３０万円、生活交通確保対策事業債、移住定住・空き家対

策事業債、中山間地域買い物福祉サービス事業債、日野高校魅力向上事業債及び公共施設整備債

としてＪ－ＡＬＥＲＴ、自主放送設備、指定避難所である山村開発センタートイレ等改修に係る

借入れを予定しています。民生債４００万円は、地域包括ケア推進事業債、ネウボラ事業債。衛

生債２，４７０万円は、日野病院に係る地域医療人材確保事業債、三町衛生施設組合に係るし尿・

ごみ処理施設整備事業債。林業債７５０万円は、広域基幹林道宝仏山線開設に係る整備事業債。

４０ページにかけて、土木債４，６６０万円は、橋梁改良事業債、単県急傾斜地崩壊対策事業債。

教育債６，１００万円は、外国語指導助手配置事業債、学校図書館司書配置事業債、ＩＣＴ支援

員配置事業債、高校生等修学支援事業債、ふるさと教育推進事業債、日野学園プールろ過装置等

修繕工事に係る義務教育学校建設事業債、旧山陰合同銀行根雨支店改修設計に係る社会教育施設

整備事業債です。消防債は廃目整理です。 

 歳入については以上です。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 ４１ページを御覧ください。４２ページにかけて、まず、議会費は６，６８０万８，０００円

です。報酬は町議会議員の報酬、給料は一般職員、会計年度任用職員の給料、職員手当等、共済

費は一般職員、会計年度任用職員、町議会議員の人件費です。旅費、交際費、需用費、役務費、

委託料、使用料及び賃借料、負担金、補助及び交付金は議会運営に係る費用を計上しております。 

 ４４ページにかけて、総務費、総務管理費、一般管理費は１億９，５０５万２，０００円を計

上しています。報酬は固定資産評価委員及び会計年度任用職員の報酬、給料、職員手当等及び共

済費は町長、副町長、総務課、企画政策課、出納室の職員に係る人件費、報償費は自治会長手当

など、旅費は町長、副町長、職員の旅費、交際費は町長交際費、需用費は消耗品費や公用車管理

に必要な経費など、役務費は電話料や金融機関への手数料など、委託料は宿直、財務書類作成支

援、公共施設等総合管理計画及び個別施設計画改定に係る委託料など、使用料及び賃借料は電話

機、複合機などの借上料など、負担金、補助及び交付金は町村会等加入団体や職員健診負担金な

ど、公課費は自動車重量税を計上しています。 

 ４５ページにかけて、文書広報費は１，１３８万４，０００円を計上しています。需用費は広

報ひのの発行や防災無線の維持に係る費用など、役務費は文書発送に係る費用など、委託料は防
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災行政無線設備保守や行政情報発信システム運用保守、また例規集、法令集の運用に係る委託料

など、使用料及び賃借料は広報用編集ソフト使用料など、負担金、補助及び交付金は防災行政無

線の電波使用に対する負担金などを計上しています。 

 ４６ページにかけて、財産管理費は６，４３４万３，０００円を計上しています。報酬、職員

手当等、共済費は登記事務に係る会計年度任用職員の人件費、需用費、役務費、使用料及び賃借

料は町公舎、公用車車庫、山村開発センター及び役場庁舎などの維持管理に係る経費です。委託

料は、山村開発センタートイレ等の改修に係る工事管理委託料、エレベーターや空調設備などの

各種点検や清掃委託料です。工事請負費は、山村開発センタートイレ等改修工事及び日翔会に町

有地を貸し付けるため整地する費用を計上しています。 

 次の企画費からは企画政策課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 神崎企画政策課長。 

○企画政策課長（神崎  猛君） ４６ページ中段を御覧ください。４８ページにかけて、企画費

は４億６，２４４万２，０００円を計上しています。内容ですが、町営タクシー、バスを併せた

町営交通に係る経費、移住定住を促進するための経費、集落支援に係る経費、移動販売に係る経

費、日野町未来づくり事業協同組合に係る経費、チャンネルひの番組制作等を行うための経費、

学校跡地の運営に関する経費、奥日野たたらの里づくりの推進事業及び金持テラスひのの管理に

要する経費などです。 

 報酬は男女共同参画推進委員会委員の報酬、集落支援員、しいたん広場サポーターなどの会計

年度任用職員の報酬、給料は移住定住推進員、中山間地域振興監、金持テラスひの管理運営専門

員など会計年度任用職員の給料、職員の手当など及び共済費はこれら会計年度任用職員の人件費

です。報償費は地域おこし協力隊員の報償金、ふるさと納税の記念品など、旅費は職員の移住定

住相談会や日野町リノベーションＬａｂの研修に係るもの及び会計年度任用職員の通勤費などで

す。需用費は町営交通の燃料費や修繕料、金持テラスひの及び学校跡地の光熱水費や修繕費など

です。役務費はふるさと納税の返礼品に係る送料、ふるさと住民票に係るふるさと定期便の送料、

学校跡地などの建物の保険料などを計上しています。委託料は買物福祉サービス支援事業委託、

町営交通管理運行業務委託、金持テラスひの施設警備、清掃などの委託、チャンネルひの番組制

作委託、学校跡地で行うイベント実施に係る委託、ふるさと納税業務委託、チャンネルひの撮影

機器材更新委託、たたらの里づくりＡＲアプリ保守及びたたらの里づくりホームページ保守管理

などです。使用料及び賃借料はお試し住宅借上料、ふるさと納税サイトに係る使用料、金持テラ

スひのの土地借上料です。工事請負費は電源立地地域対策交付金を活用し、ひのっこ保育所照明
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のＬＥＤ化工事を計上しています。備品購入費は集落支援事業及び学校跡地施設に係る備品購入

費です。負担金、補助金及び交付金は負担金として西部広域行政管理組合負担金、日野高校双葉

寮管理者・調理員配置負担金及び運営費負担金や各種団体への負担金などを計上してます。補助

金として高齢者向けスマートフォン購入補助金、地域おこし協力隊に係る補助金、生きいき“ひ

の"ふれあい祭り実行委員会補助金、コミュニティー助成に係る補助金、集落支援に係る補助金、

タクシー利用助成補助金、移住定住を促進するための住宅改修費、家財道具処分費、通勤費など

への補助金、買物安心確保事業補助金、宅配ボックス……。すみません。失礼しました。買物安

心確保事業補助金はございません。宅配ボックス購入補助金、日野町未来づくり事業協同組合へ

の補助金、令和のふいご祭開催補助金などを計上しています。公課費は、町営交通バス、タクシ

ーの自動車重量税です。 

 情報処理費は１億３，８０１万７，０００円を計上しています。需用費はプリンター、トナー

などの消耗品費、電柱移転に伴う光ケーブルの支障移転やパソコンの修繕費など、役務費は通信

料及びネットワーク保険料、委託料は各種業務システム電算処理委託、セキュリティー保守委託、

ガバメントクラウド運用管理補助委託、ネットワーク強靱化機器更新委託、公共施設ネットワー

ク施設保守業務委託など、使用料及び賃借料は各種システム機器の借上料、ソフト及びシステム

使用料、ガバメントクラウド使用料、電柱など使用料など、備品購入費は職員の業務用パソコン

更新に係る費用、負担金、補助及び交付金は鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会負担金や中間

サーバー利用負担金などです。 

 ４９ページにかけて、交通安全対策費は７７万２，０００円を計上しています。交通安全指導

員の報償費やその活動に要する需用費、役務費、負担金を計上しています。 

 財政調整基金費は８，９２６万９，０００円を計上しとります。財政調整基金積立金５９３万

８，０００円、愛と元気の日野町ふるさと基金積立金３，０６９万６，０００円、森林整備基金

積立金４，５０９万１，０００円などを計上しています。 

 諸費は３２万９，０００円を計上しております。町表彰、金婚祝い事業に係る記念品代や鳥取

県犯罪被害者緊急支援基金への拠出金、防犯協議会への負担金でございます。 

 ５０ページにかけて、防災諸費は２，７７４万３，０００円を計上しております。報酬、職員

手当など、共済費は危機管理監に係る人件費など、需用費は備蓄用物資やＡＥＤのバッテリーや

パッドなどの消耗品費、役務費はドローン操作研修受講料や保険料など、委託料は受援計画策定

に係る委託料やひの防災福祉コミュニティセンター事業委託料、Ｊ－ＡＬＥＲＴ自動起動機器更

新操作卓改修委託料など、使用料及び賃借料はゼンリン住宅地図システム使用料など、備品購入
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費は金持テラスひのにＡＥＤを購入する費用、負担金、補助及び交付金は、負担金として県防災

行政無線に係る負担金や鳥取県被災者住宅再建支援基金への拠出金、補助金として消防防災環境

整備総合支援補助金、ＬＥＤ防犯灯設置補助金、除雪機械購入補助金、感震ブレーカー設置補助

金などです。 

 次の徴税費からは、住民課長が説明いたします。以上です。 

○議長（中原 信男君） 荒木住民課長。 

○住民課長兼会計管理者（荒木 憲男君） ５０ページ下段から５１ページにかけて、徴税費、税

務総務費は４，６４４万８，０００円を計上しております。報酬、給料、職員手当等、共済費は

会計年度任用職員及び税務関係職員に係る人件費です。報償費は記念品費、需用費は追録代金な

どの消耗品費、封筒などの印刷製本費、負担金、補助及び交付金は軽自動車税申告書取扱負担金

などです。 

 ５２ページにかけて、賦課徴税費は５３８万円を計上しております。需用費は公用車の燃料代、

役務費は口座振替及びコンビニ収納手数料、公用車任意保険料など、委託費は地方税共通納税シ

ステム連携に係る委託料、コンビニ収納システム委託料などです。使用料及び賃借料は地方税電

子申告システム利用料、ｅＬＴＡＸ連携システム利用料など、備品購入費は課税事務に係るスキ

ャナー代、負担金、補助及び交付金は地方税共同機構負担金などです。補償、補填及び賠償金は

固定資産税過年度補填金、償還金、利子及び割引料は法人税などの還付金です。 

 ５３ページにかけて、戸籍住民基本台帳費は１，７３６万９，０００円を計上しております。

給料、職員手当等、共済費は戸籍・住民関係職員に係る人件費、需用費は証明書用紙などの消耗

品費、公用車の燃料費、役務費はマイナンバーカード及び戸籍に係る郵券代、証明手数料に係る

小為替購入手数料、委託料はコンビニ交付システム委託料などです。使用料及び賃借料はマイナ

ンバーカード事務用端末リース料です。負担金、補助及び交付金はコンビニ交付システム運営負

担金です。 

 選挙費、選挙管理委員会費は９万４，０００円を計上しております。選挙管理委員会の委員報

酬と消耗品です。 

 選挙啓発費は１万８，０００円を計上しております。明るい選挙推進協議会委員報償金と連合

会負担金です。 

 ５４ページ、知事選挙は３３１万４，０００円を計上しています。来年春に執行される知事選

挙に係る選挙管理委員会委員や投開票管理者等への報酬、職員手当等は選挙事務に係る職員の時

間外勤務手当、需用費は消耗品など、役務費は投票所入場券発送に係る郵券代など、委託料はポ
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スター掲示場設置、選挙システム利用に係る委託料、使用料及び賃借料はポスター掲示場の借上

料です。 

 県議会議員選挙は１１４万２，０００円を計上しています。来年春に執行される県議会議員選

挙に係る選挙管理委員会委員や投開票管理者等への報酬、職員手当は選挙事務に係る職員の時間

外勤務手当、需用費は消耗品費、委託料はポスター掲示場設置に係る委託料、使用料及び賃借料

はポスター掲示場の借上料です。 

 ５５ページにかけて、参議院議員選挙及び町長選挙は廃目整理です。 

 統計調査費、統計調査総務費は４５万３，０００円を計上しています。報酬は統計調査員の報

酬、職員手当等は職員の時間外勤務手当、その他各種統計調査の実施に伴う需用費、役務費を計

上しています。 

 監査委員費は９１万５，０００円を計上しています。監査委員２名分の報酬、旅費、需用費及

び負担金です。 

 次の民生費からは、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 引き続き、５５ページ下段から５７ページにかけて、民生費、

社会福祉費、社会福祉総務費は３億３，５７７万５，０００円を計上しています。報酬、給料、

職員手当等、共済費及び旅費は福祉関係職員に係る人件費です。報償費は地域福祉計画策定委員

などに対する報償金、需用費は生活困窮者自立支援事業など諸事業に係る消耗品費、燃料費、印

刷製本費です。役務費は諸事業に係る郵券料の通信運搬費、障害者支援事業における審査支払手

数料、地域でつくりみんなで支える送迎事業で使用する自動車に係る保険料です。委託料は電算

処理委託料のほか、介護予防プラン作成、障害者支援事業、地域包括ケアシステム構築事業、家

計改善支援事業、地域でつくりみんなで支える送迎事業などの委託料、使用料及び賃借料は障害

福祉業務総合支援ソフトの使用料、地域福祉推進員が使用する活動車に係る借上料です。負担金、

補助及び交付金は各種事業、団体への負担金、そして社会福祉協議会補助金、福祉人材確保型奨

学金返還支援補助金、民生児童委員協議会補助金などです。扶助費は障害者支援に関する生活扶

助、医療扶助、住宅扶助のほか、特別障害者手当や障害福祉サービス費等、繰出金は国民健康保

険特別会計、介護保険特別会計への繰出金です。 

 ５８ページにかけて、老人福祉費は１億１，０１４万５，０００円を計上しています。報償費

は老人ホーム措置入所判定委員会の委員報償金及び敬老事業の記念品代などです。需用費は医療

と介護の一体的実施事業で実施するフレイル予防の際に使用する消耗品費、公用車燃料費、生活
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習慣病予防レシピカードの印刷製本費など、役務費はフレイルチェックの結果通知に係る郵券料

など、委託料はフレイル運用管理システム及びＬＩＮＥを活用した健診予約、フレイルチェック

に係る委託料、使用料及び賃借料は老人保健施設おしどり荘等の用地に係る土地借上料、負担金、

補助及び交付金は後期高齢者医療広域連合負担金のほか、小規模多機能ホームきんもくせい利子

補助金、老人クラブ活動補助金、災害時の支え愛マップ事業補助金、高齢者補聴器購入補助金、

アルツハイマー病治療薬補助金、百歳体操に係る奨励交付金などです。扶助費は養護老人ホーム

の措置入所に係る扶助費、在宅介護家族者支援金等、繰出金は後期高齢者医療保険特別会計への

繰出金です。 

 特別医療費助成事業費は１，９４４万２，０００円を計上しています。需用費は受給者証の用

紙代、役務費は国保連合会等への審査支払手数料、扶助費は障害のある方や小児、独り親家庭な

どへの医療費助成です。 

 ６０ページにかけて、社会福祉施設費は１，１５３万７，０００円を計上しています。報酬は

隣保館運営審議会委員報酬、給料、職員手当等及び共済費は会計年度任用職員に係る人件費、報

償費は地域交流啓発促進事業等に係る講師謝礼等、旅費は県外で行われる研修会等の参加旅費、

需用費は下榎交流センター、老人憩の家公用車の維持管理に係る消耗品費、燃料費等、役務費は

建物や車両の保険料、委託料は設備の点検委託料、使用料及び賃借料は公用車の借上料など、備

品購入費は下榎交流センターのオーブンレンジの購入費用、負担金、補助及び交付金のうち負担

金は県隣保館連絡協議会ほか関係団体への負担金、補助金は研修会などの参加旅費補助金です。 

 地域改善対策費２０万５，０００円は、使用料及び賃借料として公用車の軽自動車リース料で

す。 

 国民年金事務費は６６万２，０００円を計上しています。需用費は事務用消耗品費、委託料は

国民年金システム改修費です。 

 ６２ページにかけて、児童福祉費、児童福祉総務費は１億２，６５５万１，０００円を計上し

ています。報酬は歯科健康診断及び会計年度任用職員に係る報酬、給料、職員手当等、共済費及

び旅費は保育所に係る一般職員及び会計年度任用職員の人件費、報償費は研修会講師謝礼等の報

償金です。需用費は保育所等運営に係る消耗品費、修繕料など、役務費は電話料、各種手数料及

び保険料、委託料は病児病後児保育業務委託料、保育所調理等業務委託料など、使用料及び賃借

料はシステム使用料とベビーセンスの借上料、備品購入費は保育所児童図書、負担金、補助金及

び交付金は児童の災害共済負担金、家庭子育て支援交付金など、扶助費は出生祝い金、すくすく

子育て支援金及び小中学生等応援支度金です。 
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 児童保護費は１，０９２万９，０００円を計上しております。需用費は教材費に係る消耗品費、

施設の維持管理に係る光熱水費、給食の賄材料費などです。役務費はピアノの調律と遊具の点検

手数料です。 

 児童措置費３，０５４万円は、扶助費として児童手当を計上しています。 

 母子福祉費は８３０万５，０００円を計上しております。委託料は児童扶養手当システムの電

算処理委託料、負担金、補助及び交付金は養育費に係る公正証書作成等に係る補助金、扶助費は

児童扶養手当の支給、助産施設・母子生活支援施設入所措置費、母子家庭自立支援給付金です。 

 ６３ページ、生活保護費、生活保護総務費は６２７万２，０００円を計上しています。報酬は

嘱託医及び会計年度任用職員の報酬、旅費は研修旅費、嘱託医及び会計年度任用職員の費用弁償、

需用費は福祉事務所運営のための消耗品費等の費用、役務費は預金調査や診療報酬審査支払いの

手数料及び公用車の任意保険料など、委託料は生活保護システムに係る電算処理委託料及び嘱託

医の派遣委託料、使用料及び賃借料は医療扶助オンライン資格確認接続に係るＶＰＮアダプター

の使用料、負担金、補助及び交付金は就労支援員共同設置などの負担金、扶助費は被保護者に夏

季に支給する見舞金、貸付金は生活保護つなぎ資金です。 

 生活保護扶助費４，４０８万２，０００円は、扶助費として生活扶助、住宅扶助、医療扶助な

どを計上しています。 

 ６４ページ、衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は５億４，５４８万３，０００円を計上し

ています。給料、職員手当等、共済費は保健衛生に係る職員の人件費です。旅費及び需用費は保

健師の研修に係る費用です。委託料は日野郡３町で実施する小児科医育成・確保事業に係る委託

料、負担金、補助及び交付金は日野病院組合への構成町負担金、日野病院建設時の借入金利子補

助金、地域医療の人材確保のための補助金、透析患者通院費助成事業補助金、井戸新規設置に対

する補助金及び井戸水等の水質検査実施に対する補助金です。繰出金は簡易水道事業会計への繰

出金です。 

 予防費は２，３９２万２，０００円を計上しています。報償費は予防接種健康被害調査委員会

委員報償金、乳幼児健診などに係る医師等への謝礼、需用費及び役務費は予防接種、健診に係る

諸費用、委託料は電算処理委託料のほか、妊婦・乳幼児健診委託料、予防接種医療機関委託料な

どです。使用料及び賃借料は医師送迎に係るタクシー借上料、備品購入費は身長測定器購入に係

る費用、負担金、補助及び交付金は不妊治療費の一部助成、インフルエンザ、風疹、帯状疱疹な

どの予防接種負担金、扶助費は未熟児養育医療に係る医療扶助です。 

 ６６ページにかけて、保健事業費は１，４７７万９，０００円を計上しています。報償費はが
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ん検診や健康教室などに係る助産師、歯科衛生士等への謝礼など、需用費は諸事業に係る消耗品

費、印刷製本費、公用車に係る燃料費、修繕料です。役務費は事業に必要な郵券代、クリーニン

グ代など、委託料は健康管理システム電算処理委託料及びがん検診、人間ドック等について、保

健事業団や医療機関への委託料です。負担金、補助及び交付金は鳥取県栄養士会等に係る会費等

です。 

 ６６ページ、環境衛生費は３，０８０万円を計上しています。負担金、補助及び交付金の負担

金は浄化槽台帳システム負担金、し尿処理分の３町衛生施設組合負担金、浄化槽関係団体負担金、

補助金は合併処理浄化槽設置補助金２基分を計上しています。 

 清掃費、塵芥処理費は７，７０１万６，０００円を計上しています。報償費はごみ袋等の取扱

報償金、需用費は共通ごみ袋等の作成費及び収集カレンダーの印刷製本費など、委託料はごみの

収集運搬及び処理費用、使用料及び賃借料はごみ分別アプリ利用料、負担金、補助及び交付金は

ごみ処理分の３町衛生施設組合への負担金及び生ごみ処理機購入費補助金です。 

 次の農林水産業費からは、産業振興課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 杉原産業振興課長。 

○産業振興課長（杉原 昭二君） 引き続き、６６ページ下段を御覧ください。６７ページにかけ

て、農林水産業費、農業費、農業委員会費は４５４万２，０００円を計上しています。報酬は農

業委員会委員及び農地利用最適化推進委員に係るもの、報償費は地域計画策定に係る集落連絡員

への報償金及び農業委員会視察に係る視察先への謝礼、旅費は全国農業委員会会長大会、中国四

国ブロック女性農業委員研修大会、女性の農業委員会活動推進シンポジウムに係るもの、需用費

はコピー用紙等の消耗品、役務費はタブレット端末の通信料など、使用料及び賃借料は農業委員

会視察に係るバス借上料、負担金、補助及び交付金は県農業会議等への負担金です。 

 ６８ページにかけて、農業総務費は７，９９３万３，０００円を計上しています。報酬、給料、

職員手当等、共済費及び旅費は工事業務委託等の技術専門指導、農業政策の専門指導を行う会計

年度任用職員及び農業関係職員の人件費です。需用費は公用車の燃料費及び修繕料、役務費は公

用車の任意保険料です。使用料及び賃借料は農地管理システムの使用料、負担金、補助及び交付

金は農業関係団体への負担金、繰出金は下水道事業会計への繰出金です。 

 ６９ページにかけて、農業振興費は１億２，５８４万１，０００円を計上しています。報酬は

農地中間管理事業、町農業再生協議会の会計年度任用職員の人件費。給料は日野郡鳥獣被害対策

協議会の会計年度任用職員の人件費。職員手当等、共済費はこれらの職員に係るもの。報償費は

特産物講習会講師謝金のほか、町農林振興公社事務局職員、新規就農として支援する農業研修生、
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金持テラスひのの特産品販売スタッフである地域おこし協力隊員の報償金及び鳥獣被害対策に係

るイノシシや鹿などの捕獲に対する奨励金です。旅費は町農業再生協議会会計年度任用職員等に

係る通勤手当。需用費は鳥獣被害総合対策事業、中山間地域等直接支払い、環境保全型農業直接

支払対策事業、農地中間管理事業、多面的機能支払い等に係る消耗品費、公用車の燃料費など、

役務費は中山間地域等直接支払事業等に係る郵券代や農産物加工施設の建物火災保険料、畜産堆

肥の成分分析検査料など、委託料はイノシシなどの有害鳥獣駆除等及び金持テラスひの特産品ネ

ットショップ用サーバー保守管理の委託費、原材料費はイノシシ等侵入防止のためのワイヤメッ

シュの施設営繕材料費を計上しています。負担金、補助及び交付金の負担金は日野郡鳥獣被害対

策協議会への負担金など、補助金は町農林振興公社への運営費補助に加え、公社事務局職員、新

規就農として支援する農業研修生及び金持テラスひのの特産品販売スタッフである地域おこし協

力隊員への活動費補助、意欲ある米作り農家や野菜作り農家等への種苗費助成のほか、鈴原糯や

ソバ種子、海藻肥料普及、畜産堆肥利用への補助に係る補助金等です。交付金は中山間地域等直

接支払い、環境保全型農業直接支払い、多面的機能支払交付金などです。 

 畜産業費は１１８万１，０００円を計上しています。報償費は畜産共進会出品等に係る奨励金、

負担金、補助及び交付金は畜産振興機構への負担金、補助金は畜産農家への牛舎等改修費や和牛

増頭補助です。 

 ７０ページにかけて、農地費は８，７２２万５，０００円を計上しています。報酬、職員手当

等、共済費は地籍調査事業に係る会計年度任用職員の人件費、報償費は地籍調査地区委員等の手

当、旅費は地籍調査事業に係る職員の通勤手当、需用費は地籍調査事業に係るくい等の消耗品費、

燃料費、印刷製本費と農道の修繕料、役務費は地籍調査に係る電話料金等、委託料は地籍調査事

業の調査測量委託料や農業水路等長寿命化・防災減災事業に係る本郷水路改修測量設計委託料、

使用料及び賃借料は地籍調査に伴う調査拠点施設使用料、軽トラックのリース料、工事請負費は

漆原地区農業改修工事及び本郷水路改修工事、原材料費は農道修繕に必要な材料費、備品購入費

は地籍調査事業用の刈り払い機２台の購入費用、負担金、補助及び交付金は各種団体への負担金

と、しっかり守る農林基盤交付金事業の下榎地区、榎市地区の水路補修等補助金、補償、補填及

び賠償金は地籍調査事業に伴う物件移転補償金です。 

 ７１ページ、農林業地域改善対策事業費は３万２，０００円を計上しています。役務費、委託

料は下榎共同作業所、黒坂地区共同作業所の建物火災保険料や消防設備等法定点検委託料です。 

 農村地域農業構造改善事業費は、町運動広場のトイレと休憩所の建物火災保険料として役務費

を１万１，０００円計上しています。 
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 山村振興費は１，５４９万８，０００円を計上しています。日野町交流センターリバーサイド

ひのに係る運営管理経費で、需用費は一般修繕料、役務費は建物火災保険料、委託料は指定管理

委託料、使用料及び賃借料は布団リース料を計上しています。 

 林業費、林業総務費は９万８，０００円を計上しています。報償費は野鳥巣箱コンクールに係

る入賞者記念品代、需用費は林業に係る書籍購入費、負担金、補助及び交付金は治山林道協会負

担金及び県緑化推進委員会負担金です。 

 ７２ページにかけて、林業振興費は５，０８６万２，０００円を計上しています。需用費は町

管理林道等の修繕費、委託料は金持朝刈及び中菅の町有林伐採、搬出のほか、森林経営管理制度

に係る意向調査や集積計画作成に係る委託料です。使用料及び賃借料は森林クラウドシステム使

用料、負担金、補助及び交付金は負担金が林業労働者福祉向上推進事業負担金、補助金はスマー

ト林業推進に係る補助、間伐促進のための持出し支援補助及び造林事業に伴う間伐、上乗せ補助

など、交付金は森林経営計画の作成促進、林業の担い手確保のための給付金です。 

 林業総合センター管理費は２万９，０００円を計上しています。役務費は林業総合センターの

火災保険料です。 

 林道開設費は、負担金、補助及び交付金に広域基幹林道宝仏山線及び金持秋縄線の開設工事に

係る県への負担金として１，０５０万円を計上しています。 

 商工費、商工費、商工総務費は８２２万９，０００円を計上しています。需用費は消費者行政

に係る啓発グッズの作成費です。委託料は消費生活相談の業務委託料、負担金、補助及び交付金

は町商工会への補助金のほか、起業、創業や商品の魅力アップに取り組む事業者への補助金など

です。 

 ７４ページにかけて、観光費は１，５７９万１，０００円を計上しています。報酬、給料、職

員手当等、共済費及び旅費は会計年度任用職員である観光担当職員及びオシドリ観察小屋支援員

に係る人件費、報償費は宝仏山の維持管理のほか、星空観望会、自然共生サイト生物モニタリン

グに係る講師謝金などです。需用費は観光パンフレットのほか、滝山公園や鵜の池公園などの維

持管理に要する経費、「ＷＥＳＴ ＥＸＰＲＥＳＳ 銀河」の乗車記念缶バッジ作成や歓迎用横断

幕に要する経費などを計上しています。役務費は金持観光物産館、オシドリ観察小屋などの火災

保険料や鵜の池管理棟浄化槽法定点検手数料など、委託料は滝山公園管理委託料、滝山公園及び

鵜の池公園の草刈り業務、オシドリ観察小屋ガイド委託料、オシドリ観察小屋目隠し板設置、撤

去などです。使用料及び賃借料はチラシ、パンフレット等作成用パソコンソフト使用料、公用車

リース料などです。負担金、補助及び交付金は大山山麓・日野川流域観光推進協議会のほか、県
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観光連盟や日野郡広域交流促進協議会、山陰観光連盟日野路満喫サイクリングフェスティバル開

催に係る負担金などです。 

 次の土木費からは、建設水道課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 

○建設水道課長（音田雄一郎君） ７４ページの中段を御覧ください。７５ページにかけて、土木

費、土木管理費、土木総務費は９，９８５万７，０００円を計上しています。給料、職員手当等、

共済費は土木関係職員に係る人件費です。需用費は舟場コミュニティセンターなど施設管理に伴

う消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、役務費は浄化槽法定点検手数料、建物の保険料、委託

料は浄化槽保守点検及び施設管理の委託料、漆原地区の斜面崩壊復旧工事の設計委託料、住宅等

の耐震診断委託料です。使用料及び賃借料は鳥取県と共同で行っている入札参加資格の登録シス

テムの使用料、工事請負費は漆原地区の斜面崩壊復旧工事費、負担金、補助及び交付金は根雨地

区急傾斜地崩落対策事業負担金及び土木関係団体への負担金などです。繰出金は下水道事業会計

への繰出金です。 

 道路橋梁費、道路橋梁総務費は２４８万３，０００円を計上しています。報償費は自治会での

町道草刈りボランティアに対する謝礼、需用費は公用車の消耗品費と燃料費、光熱水費は道路照

明施設の電気料、修繕料は公用車の一般修繕料、役務費は公用車の保険料、委託料は土木設計積

算システムに係る費用で、公課費は公用車の車検に伴う重量税です。 

 ７６ページ、７７ページにかけて、道路維持費は１億２，５４７万７，０００円を計上してい

ます。報酬、給料、職員手当等、共済費、旅費は町道及び県道の維持管理等を行うための会計年

度任用職員の人件費、需用費は道路維持管理と除雪車両に伴う消耗品費、燃料費、光熱水費、修

繕料を計上しています。役務費は手数料が除雪機の稼働前点検費用など、保険料は除雪車両など

の保険料、委託料は除雪委託料、使用料及び賃借料は道路作業及び除雪車両の借上料です。工事

請負費は町道及び県道維持管理工事費です。原材料費は町道補修用資材費、備品購入費はハンド

ガイド除雪機２台の購入費用、負担金、補助及び交付金は除雪機械運転手育成支援補助金、公課

費は除雪車両などの車検に伴う重量税です。 

 橋梁維持費は１億３，００２万円を計上しています。委託料は黒坂中央橋など１４橋の点検調

査委託料、近江橋と鶴見、黒谷、茗荷谷トンネルの修繕調査設計委託料、工事請負費はおしどり

橋、天狗橋の補修工事費です。 

 住宅費、住宅管理費は１６８万２，０００円を計上しています。町営住宅などの維持管理に要

する費用で、需用費は管理に係る消耗品費、浄化槽及び外灯の電気料、修繕料は管理住宅の修繕



－44－ 

費用、役務費は口座振替等の取扱手数料及び浄化槽法定検査費用、管理住宅の建物損害保険料、

委託料は浄化槽及び消防用設備の保守点検料。 

 住宅建設費は廃目整理でございます。 

 ７８ページ、消防費、消防費、非常備消防費は１，４１５万３，０００円を計上しています。

報酬は消防員及び消防団の報酬、旅費は消防団員への費用弁償、需用費は消防車両と施設維持の

ための消耗品費、燃料費、食料費、光熱水費、修繕料を計上しています。役務費は消防車両、施

設の保険料及び移動系無線点検手数料など、使用料及び賃借料は消防団向け出動指令、勤怠管理

アプリ利用料など、負担金、補助及び交付金は町村総合事務組合や消防協会など各種団体への負

担金など、公課費は消防車等自動車重量税です。 

 教育費からは、教育課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 三好教育課長。 

○教育課長（三好 達也君） それでは、７８ページ下段を御覧ください。教育費、教育総務費、

教育委員会費は１３２万３，０００円を計上しています。報酬は教育委員報酬です。負担金、補

助及び交付金は鳥取県市町村教育委員会研究協議会などの負担金です。 

 ８０ページにかけて、事務局費は８，１２２万９，０００円を計上しています。報酬、給料、

職員手当等、共済費は会計年度任用職員、教育長及び教育関係職員の人件費です。報償費は部活

動地域移行検討委員会委員研修会講師、公設英語教室講師等の謝金等です。旅費は教育長の研修

会に係るもの、指導主事の研修旅費などです。需用費は消耗品費や公用車の維持管理に係る費用

などです。役務費は公用車保険料など、委託料は外国語指導助手委託料や校内通信ネットワーク

端末管理保守委託料などです。使用料及び賃借料は通学送迎車借上料、負担金、補助及び交付金

は就学支援協議会等への負担金、公課費は公用車の自動車重量税です。 

 ８２ページにかけて、義務教育学校費、学校管理費は７，８１０万６，０００円を日野学園の

維持管理に係る経費として計上しています。報酬は学校医、歯科医及び薬剤師の報酬及び会計年

度任用職員の報酬、職員手当等、共済費は会計年度任用職員の人件費です。旅費は会計年度任用

職員と学校歯科医の費用弁償、需用費は事務施設維持に係る消耗品費、光熱水費等です。役務費

は電話料、教職員、児童の健診等の手数料、学校の火災保険料等です。委託料は設備などの点検

委託料、管理委託料、警備委託料、学校医委託料、ＩＣＴ支援員業務委託料、プールろ過装置等

改修工事管理委託料等、使用料及び賃借料は電話機やバスの借上料等、工事請負費はプールろ過

装置等改修工事費、原材料費は施設の補修材料の購入費、備品購入費は児童用図書及びカラープ

リンターなどの学校用備品購入費用、負担金、補助金及び交付金は児童災害共済負担金、日野郡
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中学校会負担金等です。 

 ８３ページにかけて、教育振興費は９２５万３，０００円を計上しています。報償費は学校運

営協議会委員謝金、講師及び外部指導者などの謝礼、記念品としての入学児童ナップランド費用、

卒業記念品等です。需用費は学習指導に係る消耗品費、ＩＣＴ機器や教材備品の修繕料です。役

務費は傷害保険料等、委託料はパソコン保守サービス委託料、使用料及び賃借料は学習サービス、

英語学習アプリの利用料などです。備品購入費は音楽教材用クラシックギター等の教材用備品の

購入費、負担金、補助及び交付金は児童生徒の通学費補助金、修学旅行バス代補助金、体育大会

等選手派遣費補助金など、扶助費は特別支援教育就学奨励費、準要保護児童就学援助費です。 

 ８４ページにかけて、社会教育費、社会教育総務費は６，２４５万５，０００円を計上してい

ます。報酬は社会教育委員に係る委員報酬、給料、職員手当等、共済費は社会教育関係職員及び

会計年度任用職員の人件費です。報償費は日野高校魅力向上、学校・家庭・地域連携等各種事業

に係る報償金、謝礼、記念品等です。旅費は県外募集等の旅費です。需用費は各種事業に係る消

耗品費、燃料費及び印刷製本費です。役務費は通信料や保険料などです。委託料は菅福食文化伝

承館の消防設備等点検委託料、使用料及び賃借料は軽自動車リース料など、負担金、補助及び交

付金はふるさと教育推進等に係る負担金及び高校生通学費助成、高校生等奨学金等に係る補助金

です。 

 ８６ページにかけて、公民館費は１，９０１万９，０００円を計上しています。報酬は公民館

運営審議会委員報酬、給料、職員手当等、共済費は会計年度任用職員の人件費です。報償費は講

師謝礼など、需用費は公民館運営及び事業実施に係る消耗品費、光熱水費等、役務費は火災保険

等、委託料は点検委託、時間外使用時の管理委託、清掃委託等の費用です。使用料及び賃借料は

公民館の土地借上料等、負担金、補助及び交付金は鳥取県公民館連合会への負担金です。 

 ８７ページにかけて、文化財保護費は１，５６３万円を計上しています。報酬は文化財保護審

議会委員、文化財保存活用地域計画推進員及び発掘調査事業に係る会計年度任用職員の報酬、職

員手当等、共済費は会計年度任用職員の人件費です。報償費は文化財保存活用地域計画協議会委

員等の報償金、旅費は発掘調査事業に係る指導員及び会計年度任用職員の費用弁償、需用費は発

掘調査事業の消耗品費、歴史民俗資料館の光熱水費など、役務費は歴史民俗資料館の火災保険料

等、委託料は消防用設備の点検委託料、資料館の管理委託料、発掘調査に係る遺物年代測定分析

調査委託料、旧山陰合同銀行根雨支店改修に伴う設計委託料などです。使用料及び賃借料は資料

館駐車場用地借上料、負担金、補助及び交付金は近藤家住宅火災報知機点検費用補助金等です。 

 ８８ページにかけて、文化センター費は１，７８３万９，０００円を計上しています。報酬は
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文化センター運営委員及び代替事務員の報酬、給料、職員手当等、共済費は会計年度任用職員の

人件費です。報償費は吹奏楽等ワークショップ等の謝礼、需用費は文化センター運営、事業実施

に係る消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料などです。役務費は火災保険料等、委託料は音響・

照明設備、エレベーター設備の点検委託料、独自事業の公演委託料など、使用料及び賃借料はコ

ピー機の借上料など、負担金、補助及び交付金はアートスタート事業に係る補助金です。 

 ８９ページにかけて、図書館費は１，８４５万９，０００円を計上しています。報酬、給料、

職員手当等、共済費及び旅費は会計年度任用職員の人件費です。報償費は読書推進フォーラム講

師謝礼及び読む読むキャンペーンなどの記念品費、需用費は新聞、雑誌等の消耗品費、公用車に

係る燃料費など、役務費は公用車の保険料、委託料は図書館システムに係る保守点検委託料、使

用料及び賃借料は図書館システムに係る借上料、備品購入費は図書の購入費、負担金、補助及び

交付金は全国図書館協会等の負担金、公課費は公用車の重量税です。 

 ９０ページ、保健体育費、学校給食費は３，４２１万２，０００円を計上しています。需用費

は消耗品費、光熱水費及び調理機器に係る修繕料等、役務費は衛生管理に係る手数料等、委託料

は点検委託料及び調理業務等の委託料、使用料及び賃借料は複合機の借上料等、負担金、補助及

び交付金は学校給食費負担金、公課費は公用車の重量税です。 

 ９１ページにかけて、体育総務費は４８５万２，０００円を計上しています。報償費はスポー

ツ推進委員の報償金、各スポーツ教室やソフトテニス講習会の講師等の謝礼、町駅伝及びニュー

スポーツ大会の参加記念品、需用費は各種大会、教室に係る消耗品費、各体育施設の光熱水費、

修繕料等です。役務費はスポーツ少年団登録に係る手数料及びスポーツ安全保険、建物共済等保

険料、委託料は菅福社会体育館の浄化槽管理清掃委託料等、備品購入費はニュースポーツ用具の

購入費、負担金、補助及び交付金は日野郡スポーツ協会負担金、鵜の池マラソン大会実行委員会

補助金、町スポーツ協会補助金、社会体育関係大会等派遣費補助金です。 

 ９２ページにかけて、同和教育費、社会同和教育費は５２６万７，０００円を計上しています。

報酬は人権センター審議会委員報酬、給料、職員手当等及び共済費は会計年度任用職員の人件費

です。需用費は人権啓発講演会に係る印刷製本費などです。委託料は人権啓発講演会の講師派遣

委託、負担金、補助及び交付金は鳥取県人権文化センター等への負担金、町人権同和教育推進協

議会補助金です。 

 公債費、元金は４億５，２２２万８，０００円を計上しています。当該年度の元金償還金です。 

 利子は２，４４２万７，０００円を計上しています。町債償還金利子と一時借入金利子です。 

 予備費は１，０００万円を計上しております。 
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 以上が令和８年度一般会計予算の提案説明でございます。 

○議長（中原 信男君） 皆さん、少しお諮りしますけど、休憩しますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） じゃ、１０分間だけここで休憩をします。再開は５５分。よろしくお願

いします。休憩します。 

午後２時４４分休憩 

─────────────────────────────── 

午後２時５４分再開 

○議長（中原 信男君） それでは、再開をいたします。 

 日程第１５、議案第１２号、令和８年度日野町国民健康保険特別会計予算について、提出者の

説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１２号、令和８年度日野町国民健康保険

特別会計予算について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。本年度の予算総額は３億４，８７３万８，０００円と

したところです。前年度当初予算と比較いたしますと、額にして５，９６９万１，０００円、率

にして１４．６％の減額です。これは保険給付費の減額が見込まれるためです。 

 また、一時借入金の限度額を３，０００万円と定めるとともに、地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算において流用することができる場合を保険給付費の各項の間の

流用と定めております。 

 続いて、２ページから３ページの第１表、歳入歳出予算については、御覧をいただきたいと思

います。 

 歳出としましては、過去の実績、直近の医療動向を勘案し、保険給付費２億７，１８４万２，

０００円、国民健康保険事業費納付金６，１１２万７，０００円、保健事業費６３２万４，００

０円などを計上いたしております。 

 その財源といたしましては、国民健康保険税３，４４２万６，０００円、県支出金２億７，９

１５万４，０００円、繰入金３，４５９万９，０００円などを充てるものであります。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第１２号、令和８年度日野町国民健康保険特別会計予算に

ついて御説明いたします。 

 予算に関する説明書は、５ページが歳入歳出予算事項別明細書、６ページが給与費明細書です

ので、御覧いただきたいと思います。 

 ７ページ、歳入です。国民健康保険税、一般被保険者国民健康保険税は、被保険者数を４６２

人と見込み、３，４４２万６，０００円を計上しております。節別の金額は御覧いただきたいと

思います。 

 使用料及び手数料、督促手数料は１，０００円の計上です。県支出金、保険給付費等交付金は

２億７，９１５万４，０００円の計上。 

 ８ページ、財産収入、財産運用収入、利子及び配当金は、財政調整基金利子として５５万８，

０００円を計上しております。 

 繰入金、一般会計繰入金は２，０７２万７，０００円の計上、保険基盤安定繰入金と財政安定

化支援事業繰入金、事務費繰入金です。 

 基金繰入金は、財政調整基金繰入金として１，３８７万２，０００円の計上です。 

 ９ページ、歳出です。総務費、一般管理費は７８２万円の計上です。需用費は広報用品や事務

用品の消耗品費、封筒等の印刷代、役務費は資格確認書等の郵送代や電算共同処理手数料など、

委託料は業務システム保守及び子ども・子育て支援金の創設に係るシステム改修等の電算処理委

託料、資格確認業務委託料などです。 

 連合会負担金は５６万３，０００円の計上です。 

 運営協議会費は５万４，０００円の計上です。これは運営協議会の委員報酬です。 

 保険給付費、一般被保険者療養給付費は２億２，７０８万１，０００円の計上です。前年度に

対し５，６３２万９，０００円の減額です。 

 一般被保険者療養費は８５万７，０００円、審査支払手数料は５８万円を計上しております。 

 １０ページ、保険給付費、一般被保険者高額療養費は４，２０２万２，０００円、一般被保険

者高額介護合算療養費は１０万円の計上です。 

 移送費は、一般被保険者移送費を１，０００円計上しています。 

 出産育児諸費、出産育児一時金は、２件分として１００万円の計上、支払手数料は１，０００

円、国保連合会への支払手数料です。 

 １１ページ、葬祭諸費、葬祭費は２０万円の計上です。１件当たり２万円を喪主に支給するも

のです。 
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 国民健康保険事業費納付金は、医療給付費分、一般被保険者医療給付費分が４，１２９万７，

０００円の計上、後期高齢者支援金等分、一般被保険者後期高齢者支援金等分が１，４８８万７，

０００円の計上、介護納付金分、一般被保険者介護納付金分として３４８万２，０００円の計上。 

 １２ページにかけて、今年度新設した子ども・子育て支援納付金分として１４６万１，０００

円を計上しております。 

 保健事業費、特定健康診査等事業費は５１２万３，０００円の計上です。これは特定健康診査

を実施する費用です。報償費は外部保健師への謝礼、需用費及び役務費は事務に要する消耗品費

及び郵券料など、委託料は健診実施委託料及び特定健診データ分析、受診勧奨業務委託料、交付

金は特定健診受診者に交付する商工会商品券発行に係るものです。 

 保健事業費、保健衛生普及費は１２０万１，０００円の計上です。役務費は医療費通知等の郵

券代、通知作成手数料、委託料は人間ドック、脳ドックの検診委託料等です。 

 １３ページ、基金積立金、財政調整基金積立金は、国民健康保険財政調整基金の利息として５

５万８，０００円の計上です。 

 公債費、利子は、一時借入金利子として１５万円の計上です。 

 諸支出金、一般被保険者保険税還付金は３０万円の計上です。これは資格喪失による過年度還

付金です。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第１６、議案第１３号、令和８年度日野町介護保険特別会計予算に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１３号、令和８年度日野町介護保険特別

会計予算について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。予算総額は５億９，６５３万５，０００円としたとこ

ろであります。前年度と比較しますと１，０３６万８，０００円、率にして１．８％の増額です。

これは第９期介護保険事業計画により、介護給付費をほぼ横ばいで見込んでいます。 

 また、一時借入金の限度額を３，０００万円と定めるとともに、地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算において流用することができる場合を保険給付費の各項の間の

流用と定めております。 

 次に、２ページから３ページの第１表、歳入歳出予算については、御覧をいただきたいと思い

ます。 
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 歳出の主なものといたしまして、保険給付費５億４，８２０万１，０００円、地域支援事業費

３，９８０万円などを計上しています。 

 その財源といたしまして、保険料８，７３０万５，０００円、国庫支出金１億６，４４３万４，

０００円、支払基金交付金１億５，１５４万１，０００円ほか、県支出金、繰入金などをもって

充てるものであります。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第１３号、令和８年度日野町介護保険特別会計予算につい

て御説明いたします。 

 予算に関する説明書は、５ページが歳入歳出予算事項別明細書、６ページから８ページまでが

給与費明細書ですので、御覧いただきたいと思います。 

 ９ページ、歳入です。保険料、第１号被保険者保険料は８，７３０万５，０００円の計上です。

現年度分特別徴収保険料を１，２３３人、８，２９３万６，０００円、現年度分普通徴収保険料

を５４人、４３６万９，０００円と見込んでおります。 

 使用料及び手数料、督促手数料は１，０００円の計上です。 

 国庫支出金、介護給付費負担金は９，５６５万４，０００円の計上。 

 国庫補助金、調整交付金は５，００５万２，０００円、地域支援事業交付金（包括的支援事業・

任意事業）は１，０２７万７，０００円、同じく介護予防・日常生活支援総合事業は３８０万５，

０００円。 

 １０ページにかけて、介護保険保険者努力支援交付金は１９７万６，０００円の計上、保険者

機能強化推進交付金は１４８万８，０００円の計上、介護保険事業補助金は制度改正によるシス

テム改修に係るものとして１１８万２，０００円の計上です。 

 支払基金交付金、介護給付費交付金は１億４，８０１万４，０００円、地域支援事業支援交付

金は３５２万７，０００円の計上です。 

 県支出金、介護給付費負担金は８，２５１万円の計上。 

 県補助金、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）は５１３万９，０００円、同じ

く介護予防・日常生活支援総合事業は１６３万３，０００円の計上です。 

 １１ページ、ＩＣＴ活用による見守り支援事業補助金は１万５，０００円の計上。 

 財産収入、利子及び配当金は、介護給付費準備基金利子５０万円の計上です。 
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 繰入金、一般会計繰入金は、介護給付費繰入金が６，８５２万５，０００円、地域支援事業繰

入金（包括的支援事業・任意事業）は５１３万９，０００円、同じく介護予防・日常生活支援総

合事業は１６３万３，０００円、その他一般会計繰入金は事務費繰入金として６７５万１，００

０円、低所得者保険料軽減負担金繰入金は３７９万６，０００円の計上です。 

 １２ページ、繰入金、介護給付費準備基金繰入金は１，７５８万７，０００円の計上。 

 諸収入、雑入は、雇用保険自己負担金２万６，０００円の計上です。 

 １３ページ、歳出です。総務費、一般管理費は４１８万９，０００円の計上です。内容は、事

務に必要な消耗品費、印刷製本費、手数料、業務システムの電算処理委託料、制度改正に係るシ

ステム改修委託料、介護原因疾患情報データ入力委託料、使用料です。 

 連合会負担金は１４４万６，０００円の計上で、役務費は介護給付費共同処理手数料、委託料

は介護認定に係る主治医意見書の料金です。 

 続いて、賦課徴収費は１６万２，０００円の計上で、封筒及び納付書の印刷製本費、口座振替

等の手数料です。 

 介護認定審査会費は１９３万６，０００円の計上で、審査会共同設置負担金です。 

 １４ページにかけて、認定調査費は５万１，０００円の計上で、県外の認定調査に係る主治医

意見書料、訪問調査委託料です。 

 保険給付費、介護サービス等諸費、居宅介護サービス給付費は１億１，６１０万円、施設介護

サービス給付費は２億６，７５３万１，０００円、居宅介護福祉用具購入費は４６万円、居宅介

護住宅改修費は６３万円、居宅介護サービス計画給付費は１，５５８万２，０００円、地域密着

型介護サービス給付費は９，９５１万９，０００円を計上しています。 

 続いて、１５ページ、審査支払手数料は６１万円の計上で、国保連合会への審査支払手数料で

す。 

 高額介護サービス費は１，１００万円の計上、高額医療合算介護サービス費は１５０万円の計

上、特定入所者介護サービス費は１，２１８万５，０００円の計上です。 

 １６ページにかけて、介護予防サービス給付費は１，６６４万９，０００円、介護予防福祉用

具購入費は３３万８，０００円、介護予防住宅改修費は８０万４，０００円、介護予防サービス

計画給付費は２５６万９，０００円、地域密着型介護予防サービス給付費は２７２万４，０００

円の計上です。 

 続いて、地域支援事業費、介護予防・生活支援サービス事業費は８０２万４，０００円の計上

です。これは要支援被保険者の訪問介護、通所サービスの費用負担金です。 
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 １７ページにかけて、介護予防ケアマネジメント事業費は８８万６，０００円の計上です。介

護予防ケアマネジメント事業に係る経費として、需用費は公用車の燃料費、役務費は介護報酬請

求代行サービスに係る手数料、委託料は総合事業に係るケアマネジメント業務委託料、使用料及

び賃借料は業務用パソコンシステムのリース料です。 

 次に、一般介護予防事業費は４０９万５，０００円の計上です。報酬、職員手当等、共済費は

会計年度任用職員、介護認定調査員の経費です。報償費はぽかぽか教室講師謝金、旅費は会計年

度任用職員の通勤に係る費用弁償、需用費は百歳体操のバンド、おもり代などの消耗品費、燃料

費は公用車に係る経費です。委託料は通所型介護予防事業委託料及びリハビリ職員派遣委託料で

す。繰出金は担当職員の人件費分を一般会計に繰り出すものです。 

 １８ページ、包括的支援事業・任意事業費、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費は５

７５万９，０００円の計上です。報償費は介護保険事業計画策定委員会に係る委員報償金、需用

費は事務消耗品、公用車の燃料費、役務費は介護支援専門員研修受講料、公用車の任意保険料、

使用料及び賃借料は介護保険さがせるｎｅｔ使用料、公用車のリース料、繰出金は担当職員の人

件費分を一般会計に繰り出すものです。 

 任意事業費は８１万２，０００円の計上です。役務費は事業に係る郵券料、手数料、認知症保

険料、委託料は介護家族の会事業委託料、負担金、補助及び交付金はＩＣＴ活用による見守り支

援事業補助金、扶助費は成年後見人報酬に係るその他扶助の計上です。 

 １９ページにかけて、認知症総合支援事業費は９５４万１，０００円の計上です。報酬、職員

手当等、共済費、旅費は会計年度任用職員、認知症地域支援推進員の経費です。報償費は認知症

啓発映画上映に係る謝礼、需用費は事業に必要な消耗品費、公用車の燃料費、役務費は認知症初

期集中支援講習会に係る手数料、委託料は認知症初期集中支援チームへの専門職派遣委託料、使

用料及び賃借料は認知症啓発映画に係る使用料、繰出金は担当職員の人件費分を一般会計に繰り

出すものです。 

 生活支援体制整備事業費は８８１万３，０００円の計上です。給料、職員手当等、共済費は会

計年度任用職員、地域支え合い支援員に係る経費です。需用費は公用車燃料費、２０ページ、委

託料は生活支援コーディネーター業務委託料、繰出金は担当職員の人件費分を一般会計へ繰り出

すものです。 

 在宅医療・介護連携推進事業費は１８０万円の計上です。繰出金は担当職員の人件費分を一般

会計へ繰り出すものです。 

 審査支払手数料は４万円の計上です。国保連合会への総合事業給付費審査支払手数料です。 
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 高額介護予防サービス費相当事業費は３万円の計上。 

 公債費、利子は、一時借入金の利子１５万円の計上。 

 ２１ページ、諸支出金、第１号被保険者保険料還付金は、保険料の過年度還付金で１０万円の

計上です。 

 基金積立金は、介護給付費準備基金の利息を基金に積み立てるもので、５０万円の計上です。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第１７、議案第１４号、令和８年度日野町後期高齢者医療保

険特別会計予算について、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１４号、令和８年度日野町後期高齢者医

療保険特別会計予算について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。予算総額は８，５３５万２，０００円といたしており

ます。前年度当初予算に比べて１，１３４万９，０００円、率にして１５．３％の増額です。こ

れは後期高齢者医療広域連合納付金の増額を見込んでいるためです。 

 ２ページ、第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと思います。 

 歳出の主なものといたしまして、後期高齢者医療広域連合納付金７，８６４万７，０００円な

どを計上しております。 

 その財源といたしまして、後期高齢者医療保険料５，６１４万４，０００円ほか、繰入金、諸

収入などをもって充てるものであります。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第１４号、令和８年度日野町後期高齢者医療保険特別会計

予算について御説明いたします。 

 議案書の３ページ、歳入歳出予算事項別明細書は、御覧いただきたいと思います。 

 ４ページ、歳入です。後期高齢者医療保険料、特別徴収保険料は４，６５９万９，０００円、

普通徴収保険料は９５４万５，０００円を計上しております。 

 使用料及び手数料、督促手数料は１，０００円の計上です。 

 繰入金、一般会計繰入金、事務費繰入金は２３０万２，０００円、保険基盤安定繰入金は低所

得者保険料軽減に係る繰入金として２，２５０万３，０００円を計上しています。 
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 諸収入、保険料還付金は１０万円の計上、健康診査等受託料は１１１万４，０００円の計上で

す。 

 雑入は、健康診査受診勧奨業務に係る後期高齢者医療制度特別対策補助金として３１８万８，

０００円を計上しています。 

 ６ページ、歳出です。総務費、一般管理費は６６０万５，０００円を計上しています。需用費

は事務用品等の消耗品費、納付書等の印刷製本費、役務費は受診券、資格確認書等の郵送料や保

険料の口座振替手数料、委託料は業務システム電算委託料や保健事業団等への健康診査委託料、

健康診査受診勧奨委託料を計上しています。 

 後期高齢者医療広域連合納付金は７，８６４万７，０００円の計上。負担金として保険料徴収

分及び保険料軽減の保険基盤安定分を広域連合に納付します。 

 諸支出金、保険料還付金は１０万円の計上です。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第１８、議案第１５号、令和８年度日野町簡易水道事業会計予算に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１５号、令和８年度日野町簡易水道事業

会計予算について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。１ページ、第２条、業務の予定量は記載のとおりであ

ります。 

 第３条、収益的収入及び支出は、収入を８，６３１万８，０００円、支出を８，４６０万８，

０００円としています。 

 ２ページ、第４条、資本的収入及び支出は、収入を１億８，６９８万６，０００円、支出を１

億９，９７７万７，０００円とし、不足する額１，２７９万１，０００円は当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額などで補填します。 

 第５条、債務負担行為の限度額は、鳥取県域公営企業会計システム共同化導入事業として、期

間は令和８年度から令和１４年度まで、限度額を８８２万２，０００円とするものです。 

 第６条、企業債は、表のとおり、限度額を簡易水道事業債、過疎対策事業債をそれぞれ７，７

３０万円とするものです。 

 第７条、一時借入金の限度額を３，０００万円と定め、第８条、予算流用の範囲は款内各項と

し、第９条、議会の議決を経なければ流用することができない経費として職員給与費６６７万９，
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０００円、第１０条、他会計からの補助金額を３９８万１，０００円、第１１条、棚卸資産の購

入限度額を１００万円とするものです。 

 詳細につきましては建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 

○建設水道課長（音田雄一郎君） 議案第１５号、令和８年度日野町簡易水道事業会計予算につい

て御説明いたします。 

 議案書５ページから６ページの予算実施計画については、御覧いただきたいと存じます。 

 続きまして、７ページを御覧ください。予定キャッシュフロー計算書は、事業執行による資金

の流れを表したもので、８ページの下段、資金期末残高は工事代金の支払いが年度末以降の未払

い金となることが見込まれることから１億３，６４４万４，４９４円と増額になる予定でござい

ます。 

 続きまして、９ページから１５ページの給与費明細書は、御覧ください。 

 １６ページを御覧ください。債務負担行為に関する調書です。公営企業会計システムの更新を

鳥取県内の自治体と共同導入することを進めており、その事業の債務負担行為期間中の執行状況

を示すものでございます。 

 １７ページ、予定貸借対照表を御覧ください。会計の資産、負債、資本の年度末見込額で、負

債資本合計は、１８ページの下段、１１億１，３９５万４，９０４円となる見込みです。 

 １９ページには令和７年度損益計算書、２０ページから２１ページには令和７年度予定貸借対

照表、２２ページから２４ページにかけて予算の注記に関する事項を記載していますので、御覧

いただきたいと存じます。 

 ２５ページを御覧ください。予算明細書について御説明させていただきます。収益的収入及び

支出について、収入は８，６３１万８，０００円を計上しています。営業収益は４，２３６万円。

内訳として、給水収益は、水道料金４，２００万円、その他営業収益は３６万円で、量水ボック

ス売却収益や工事検査手数料、新規の水道加入負担金の収入を見込んでいます。営業外収益は４，

３９５万８，０００円で、内訳として、他会計負担金は一般会計からの繰入金３１７万５，００

０円、長期前受金戻入は会計上の処理として、支出の減価償却費の取得時に充てた財源分４，０

７８万３，０００円です。 

 ２６ページ、収益的支出は８，４６０万８，０００円を計上しています。営業費用は８，０４

５万９，０００円。内訳として、原水及び浄水費は１，１６５万１，０００円で、浄水場などに
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係る維持管理費としてシステム通信料や電気料、水質検査費、修繕費、薬品費などの予算を計上

しています。配水及び給水費は４３９万２，０００円で、配水管などに係る維持管理費として交

換した量水器の修繕及び漏水修繕費、量水器の取替工事費用、漏水調査費などの予算を計上して

います。 

 ２７ページ、総係費は１，２４３万１，０００円で、会計に係る一般管理費用として、職員給

料、手当、法定福利費、上下水道運営審議会委員報酬、電算委託料、会計支援業務委託料、メー

ター検針手数料などの予算を計上しています。 

 ２８ページ、減価償却費は会計上の処理として、建物、構築物、機械及び装置の取得資産の減

価償却費５，１９５万９，０００円、その他営業費用は量水ボックス購入費として２万６，００

０円の予算を計上しています。 

 営業外費用は４１４万９，０００円で、内訳として、支払利息及び企業債取扱諸費は３０９万

９，０００円で、企業債等利子償還金と一時借入金利、雑支出は１０５万円で、消費税及び地方

消費税納付税額１００万円と過年度分還付金が発生した場合に備えて５万円の予算を計上してい

ます。 

 ２９ページ、資本的収入及び支出です。収入は１億８，６９８万６，０００円。内訳として、

企業債は１億５，４６０万円で、黒坂地区新水源整備工事の財源として簡易水道事業債及び過疎

対策事業債をそれぞれ７，７３０万円、他会計補助金３９８万１，０００円、他会計負担金２，

８４０万５，０００円はともに一般会計からの繰入金です。 

 支出額は１億９，９７７万７，０００円。内訳として、建設改良費は１億５，８５９万４，０

００円で、委託料は黒坂地区新水源整備工事に係る工事設計、変更認可申請書の作成費用の２，

０７２万１，０００円、工事請負費は同じく新水源整備に係る取水、導水、電気設備工事費用で

１億３，７８６万６，０００円、固定資産購入費は量水器購入費として７，０００円、企業債償

還金は企業債の元金償還金で４，１１８万３，０００円の予算を計上しています。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 日程第１９、議案第１６号、令和８年度日野町下水道事業会計予算につ

いて、提出者の説明を求めます。 

 近藤町長。 

○町長（近藤  宏君） ただいま上程されました議案第１６号、令和８年度日野町下水道事業会

計予算について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。第２条、業務の予定量は記載のとおりであります。 
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 第３条、収益的収入及び支出は、公共下水道業の収入を１億４９８万３，０００円、２ページ、

農業集落排水事業の収入を４，７４５万６，０００円、公共下水道事業の支出を１億３６７万９，

０００円、農業集落排水事業の支出を４，６１０万８，０００円としています。 

 第４条、資本的収入及び支出は、公共下水道事業の収入を６，０２０万５，０００円、農業集

落排水事業の収入を５，９３０万４，０００円、３ページ、公共下水道事業の支出を６，１４２

万５，０００円、農業集落排水事業の支出を６，０６０万２，０００円とし、不足する額２５１

万８，０００円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などで補填します。 

 第５条、債務負担行為の限度額について、鳥取県域公営企業会計システム共同化導入事業とし

て、期間を令和８年度から令和１４年度まで、限度額を８８２万２，０００円とするものです。 

 第６条、企業債は、４ページにかけて、表にあるとおり、限度額を公共下水道整備事業債、過

疎対策事業債をそれぞれ３９０万円、農業集落排水事業債、過疎対策事業債をそれぞれ９７０万

円とするものです。 

 ４ページ、第７条、一時借入金の限度額を公共下水道事業は３，０００万円、農業集落排水事

業は２，０００万円と定め、第８条、予算流用の範囲は款内各項とし、第９条、議会の議決を経

なければ流用することができない経費として職員給与費６３９万３，０００円、第１０条、利益

剰余金の処分として１０９万８，０００円を資本的支出額に対して補填するものです。 

 詳細につきましては建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 

○建設水道課長（音田雄一郎君） 議案第１６号、令和８年度日野町下水道事業会計予算について

御説明いたします。 

 議案書５ページから６ページの予算実施計画につきましては、御覧いただきたいと存じます。 

 続きまして、７ページを御覧ください。予定キャッシュフロー計算書は、事業執行による資金

の流れを表したもので、８ページの下段、資金期末残高は工事代金の支払いが年度末以降の未払

い金となることが見込まれることから５，１０１万８，７１２円と増額になる予定です。 

 続きまして、９ページから１５ページの給与費明細書は、御覧ください。 

 １６ページを御覧ください。債務負担行為に関する調書です。公営企業会計システムの更新を

鳥取県内の自治体と共同購入することを進めております。その事業の債務負担行為期間中の執行

状況を表すものでございます。 

 １７ページ、予定貸借対照表を御覧ください。会計の資産、負債、資本の年度末見込額で、負
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債資本合計は、１８ページの下段、２５億３２５万１，４２３円となる見込みです。 

 １９ページには令和７年度損益計算書、２０ページから２１ページには令和７年度予定貸借対

照表、２２ページから２５ページにかけて予算の注記に関する事項を記載していますので、そち

らのほうは御覧いただきたいと存じます。 

 ２６ページを御覧ください。予算明細書について御説明いたします。収益的収入及び支出につ

いて、公共下水道事業の収入は１億４９８万３，０００円を計上しています。内訳として、営業

費用は下水道使用料３，１０４万４，０００円、営業外収益は７，３９３万９，０００円で、他

会計負担金は一般会計繰入金として７００万１，０００円、長期前受金戻入は会計上の処理とし

て、支出の減価償却費の取得時に充てた国庫補助金等の財源分６，６９３万８，０００円として

います。 

 農業集落排水事業の収入額は４，７４５万６，０００円で、内訳として、営業収益は農業集落

排水使用料１，１７６万円、営業外収益は３，５６９万６，０００円で、内訳として、他会計補

助金は廃目整理、他会計負担金は一般会計繰入金として７９０万１，０００円、長期前受金戻入

は２，７７９万５，０００円としています。 

 ２７ページ、収益的支出です。公共下水道事業の支出額は１億３６７万９，０００円を計上し

ています。営業費用は９，８０５万５，０００円。内訳として、管渠費は５５０万５，０００円

で、管渠やマンホールポンプに係る維持管理費として電気料、修繕費、遠隔監視装置の通信運搬

費、維持管理委託料などの予算を計上しています。処理場費は１，８９７万７，０００円、日野

中央浄化センターに係る維持管理費で、電気料、修繕費、維持管理委託料、汚泥引抜委託料など

の予算を計上しています。 

 ２８ページにかけて、総係費は６６３万１，０００円で、会計に係る一般管理費用として、職

員給料、手当、法定福利費、会計支援業務委託料などの予算を計上しています。減価償却費は、

会計上の処理として、建物、構築物、機械及び装置の取得資産の減価償却費６，６９４万２，０

００円の予算を計上しています。 

 営業外費用は５６２万４，０００円。内訳として、支払利息及び企業債取扱諸費は２６１万４，

０００円で、企業債償還金利子及び一時借入金利子、雑支出は３０１万円で、消費税及び地方消

費税の納付額３００万円と過年度分還付金が発生した場合に備えて１万円の予算を計上していま

す。 

 農業集落排水事業の支出額は、２９ページにかけて、４，６１０万８，０００円を計上してい

ます。内訳として、営業費用が４，３２９万８，０００円、管渠費は１９４万１，０００円で、
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管渠やマンホールポンプの電気料、修繕費などの予算を計上しています。 

 ２９ページ、処理場費は９９８万５，０００円で、黒坂、下黒坂、貝原処理場の電気料、修繕

費、維持管理委託料、汚泥引抜委託料などの予算を計上しています。総係費は３５６万４，００

０円で、会計に係る一般管理費用として、職員給料、電算処理委託料などの予算を計上していま

す。 

 減価償却費は、会計上の処理として、建物、構築物、機械及び装置の取得資産の減価償却費２，

７８０万８，０００円の予算を計上しています。 

 営業外費用は２８１万円。内訳として、支払利息及び企業債取扱諸費は１８０万円で、企業債

償還金利子及び一時借入金利子、雑支出は１０１万円で、消費税及び地方消費税の納付額１００

万円と過年度分還付金が発生した場合に備えて１万円の予算を計上しています。 

 ３０ページ、資本的収入及び支出です。公共下水道事業の収入は６，０２０万５，０００円を

計上しています。内訳として、企業債は７８０万円、安原地区マンホールポンプ取替工事の財源

として下水道事業債及び過疎対策事業債をそれぞれ３９０万円、補助金、国庫補助金は同じく安

原地区マンホールポンプ取替工事の財源として社会資本整備総合交付金が８００万円、負担金等

は４，４４０万５，０００円で、他会計負担金は一般会計繰入金として４，４２０万５，０００

円、受益者分担金は下水道加入負担金２０万円としています。他会計補助金は廃目整理です。 

 農業集落排水事業の収入額は５，９３０万４，０００円を計上しています。内訳として、企業

債は１，９４０万円、通報装置等機器更新工事の財源として農業集落排水事業債及び過疎対策事

業債をそれぞれ９７０万円、補助金、国庫補助金は同じく機器更新工事の財源として農村整備事

業補助金が１，９６０万円、負担金は他会計負担金として一般会計からの繰入金２，０３０万４，

０００円、他会計補助金は廃目整理です。 

 ３１ページ、資本的支出です。公共下水道事業の支出は６，１４２万５，０００円。内訳とし

て、建設改良費は１，６００万円で、管路改良費の工事請負費は安原地区マンホールポンプ取替

工事費１，６００万円、処理場建設改良費は廃目整理です。企業債償還金は、企業債元金償還金

として４，５４２万５，０００円を計上しています。 

 農業集落排水事業の支出は６，０６０万２，０００円。建設改良費は３，９２０万円で、その

うち管路改良費は１，２００万円で、下黒坂、貝原のマンホールポンプ通報装置機器更新工事に

係る設計委託料が４００万円、工事請負費が８００万円、処理場建設改良費は２，７２０万円で、

黒坂、下黒坂、貝原処理場機器更新工事等に係る設計委託料が１００万円、工事請負費が２，６

２０万円です。企業債償還金は、企業債元金償還金として２，１４０万２，０００円を計上して
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おります。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） お諮りいたします。議案第２号から議案第１６号までの提案説明が終わ

りました。議案第２号から議案第１６号までの質疑、討論、採決は後日に行うこととし、留保い

たしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、議案第２号から議案第１６号までを留保

することに決定をいたしました。 

 続いて、お諮りいたします。議案第１１号から議案第１６号までの令和８年度予算関係６議案

については、日野町議会委員会条例第５条の規定により、予算審査特別委員会を設置して付託を

し、審査をいたしたいと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、令和８年度予算の各議案については、予

算審査特別委員会を設置して、これに付託し、審査することに決定をいたしました。 

 お諮りいたします。予算審査特別委員会の委員の選任については、日野町議会委員会条例第６

条第２項の規定により、議長において、次の議員を指名いたしたいと思います。１番、小林良泰

議員、２番、小河久人議員、３番、坪倉敏議員、４番、中山法貴議員、５番、梅林智子議員、６

番、金川守仁議員、７番、松本利秋議員、８番、安達幸博議員、９番、竹永明文議員、以上９名

を指名いたします。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名をいたしました９名が予算

審査特別委員会委員に決定をいたしました。 

 ここで休憩をいたします。 

 休憩中に予算審査特別委員会を開催し、委員長、副委員長を互選により決定し、議長に報告を

お願いいたします。決定次第、再開いたしますので、委員の方は議員控室に参集ください。執行

部はこのままお待ちください。休憩します。 

午後３時４８分休憩 

─────────────────────────────── 

午後３時５２分再開 

○議長（中原 信男君） 再開をいたします。 
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 休憩中に委員長、副委員長が決まりましたので、報告をいたします。 

 委員長に安達幸博議員、副委員長に梅林智子議員が互選され、就任されました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（中原 信男君） お諮りいたします。本日の会議はこれで延会といたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会にすることに決定をい

たしました。 

 本日はこれで延会いたします。 

 会議の再開は、３月１２日午前１０時といたします。御協力ありがとうございました。終わり

ます。 

午後３時５５分延会 

─────────────────────────────── 

 


